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近代中国憲法学の誕生と明治憲法学

1

は
じ
め
に

一�　
「
近
代
中
国
憲
法
学
」
の
草
創
期

─
予
備
立
憲
運
動
以
前
の
憲
法
学

の
著
作

　

㈠　

湯
寿
潜
の
『
憲
法
古
義
』

　

㈡　

王
鴻
年
の
『
憲
法
法
理
要
義
』

二�　

留
日
学
生
に
お
け
る
憲
法
学
研
究
の
集
大
成

─
保
廷
樑
と
『
大
清
憲

法
論
』

　

㈠　

保
廷
樑
と
『
大
清
憲
法
論
』
登
場
の
背
景

　

㈡　

国
権
憲
法
学
の
基
本
的
理
論
構
造

　

㈢　

国
権
憲
法
学
の
特
徴

　

㈣　

保
廷
樑
の
憲
法
学
者
育
成
論

三　

憲
法
草
案
に
見
る
憲
法
学

─
張
伯
烈
と
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』

　

㈠　

張
伯
烈
と
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
構
成

　

㈡　
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
背
景
た
る
憲
法
学
体
系

　

㈢　
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
特
徴

四　

辛
亥
革
命
以
降
の
君
主
制
憲
法
草
案

─
馬
吉
符
と
『
憲
法
管
見
』

　

㈠　

馬
吉
符
と
『
憲
法
管
見
』
の
構
成

　

㈡　
『
憲
法
管
見
』
の
分
析

お
わ
り
に

近
代
中
国
憲
法
学
の
誕
生
と
明
治
憲
法
学呉　

　
　
　
　
　
　
　

迪
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は
じ
め
に

　

明
治
憲
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
井
上
毅
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
権
概
念
と
ド
イ
ツ
の
国
権
理
論
を
踏
ま
え
、「
歴
史
的
正
統

性
を
呈
示
し
、
新
た
な
法
秩
序
を
創
造
す
る（（
（

」
た
め
の
独
自
の
憲
法
的
概
念
と
し
て
の
「
統
治
権
」
を
編
み
出
し
た
。
そ
の
後
の
明
治
日

本
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
主
権
と
統
治
権
は
あ
る
程
度
同
じ
意
味
を
有
し
て
い
た
が（（
（

、
日
清
・
日
露
戦
争
後
、
両
概
念
は
近
代
中
国
に

受
容
さ
れ
、
近
代
中
国
憲
法
学
の
基
盤
を
打
ち
立
て
た
。
だ
が
、
近
代
中
国
に
お
け
る
両
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
内
容
は
次
第
に
分
離

し
は
じ
め
、
憲
法
制
定
と
憲
法
学
の
誕
生
過
程
で
重
要
な
基
本
概
念
と
な
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
近
代
中
国
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念
の
受
容
と
草
案
を
含
む
憲
法
の
制
定
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た（（
（

。
本

稿
で
は
、
近
代
中
国
憲
法
学
の
誕
生
過
程
に
明
治
日
本
の
影
響
を
尋
ね
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

周
知
の
通
り
、
明
治
日
本
の
憲
法
学
は
、
明
治
憲
法
を
め
ぐ
る
解
釈
の
中
に
生
ま
れ
た（（
（

。
そ
の
一
方
、
近
代
中
国
の
場
合
、
ま
ず
、
清

国
の
滅
亡
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
予
備
立
憲
」
と
い
わ
れ
る
期
間
に
、
清
国
に
は
憲
法
典
が
存
在
せ
ず
、「
予
備
立
憲
上
諭
」
や
「
欽
定
憲

法
大
綱
」
な
ど
憲
法
の
準
則
を
規
定
す
る
綱
領
的
な
文
書
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
華
民
国
初
期
の
袁
世
凱
の
帝
制
運
動
の
期
間
に

も
、
正
式
な
憲
法
規
範
は
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
文
書
の
存
在
は
、
近
代
期
中
国
の
憲
法
学
が
、
憲
法
の
定
立
後
に
そ

れ
を
解
釈
す
る
中
で
成
立
し
た
明
治
憲
法
学
の
方
法
と
は
異
な
り
、
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
よ
り
広
い
目
的
で
憲
法
を
主
題
と
し
て
論
じ
、

か
つ
憲
法
制
定
に
向
け
た
「
自
主
的
」
な
知
の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
清
末
民
初
期
の
五
つ
の
憲
法
学
の
著
作
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
お
け
る
主
権
・
統
治
権
に
関
す
る
議
論
の
明
治
憲
法
学
的

要
素
を
明
ら
か
に
し
、
近
代
中
国
の
憲
法
学
の
全
体
像
を
描
き
出
し
た
い
。

　

こ
こ
で
、
以
下
で
本
稿
の
扱
う
「
近
代
中
国
憲
法
学
」
の
定
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
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中
国
の
学
界
に
お
け
る
通
説
的
見
解（（
（

に
よ
る
と
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
中
国
憲
法
学
に
は
四
つ
の
時
期
が
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

第
一
期
は
、
憲
法
や
議
会
な
ど
に
関
す
る
中
国
人
の
理
解
が
「
直
観
か
ら
理
性
に
進
ん
だ（（
（

」
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
辛
亥
革

命
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
第
二
期
は
、
憲
法
理
論
に
関
す
る
知
識
が
体
系
化
さ
れ
た
形
成
期
（
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
三
〇
年
）
で
、
第
三

期
は
、
憲
法
学
教
育
が
発
展
し
、
五
権
憲
法
を
中
心
と
す
る
憲
法
研
究
が
深
ま
っ
た
発
展
期
（
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
九
年
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
四
期
は
一
九
四
九
年
以
降
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
及
び
中
国
共
産
党
の
指
導
の
下
に
あ
る
「
新
中
国
憲
法
学
期
（
中
華
人
民
共

和
国
が
成
立
後
に
迎
え
た
、
唯
物
論
的
方
法
を
用
い
て
研
究
を
行
う
新
し
い
憲
法
学
の
発
展
期
を
示
す
─
筆
者
）」
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
こ

の
政
治
変
遷
を
基
準
と
し
て
区
分
す
る
方
法
は
、
以
下
の
理
由
で
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

先
ず
、
通
説
が
憲
法
規
範
の
創
設
と
憲
法
学
の
形
成
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
対
し
、
筆
者
は
反
対
す
る
。
周
知
の
通
り
、
憲
法
思
想

と
憲
法
解
釈
学
と
は
同
一
で
は
な
い
。
憲
法
の
制
定
は
規
範
文
書
の
作
成
な
の
で
、
政
治
や
法
律
の
制
度
形
成
的
範
疇
に
属
す
る
が
、
憲

法
思
想
は
、
政
治
ま
た
は
法
律
に
関
わ
る
断
想
も
当
然
に
含
み
得
る
の
で
、
広
義
の
思
想
史
の
範
疇
に
属
し
、
ま
た
そ
れ
自
体
と
し
て
体

系
性
を
目
指
す
も
の
で
も
な
い
。
一
方
で
、
憲
法
学
の
誕
生
は
憲
法
規
範
の
制
定
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
憲
法
学
は
憲
法
の
条
文
か
ら

相
対
的
に
独
立
し
て
成
立
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
憲
法
が
実
定
法
と
し
て
施
行
さ
れ
て
い
る
間
に
は
、「
歴
史
的
状
況
に
応
じ
て
、
憲
法

の
解
釈
に
も
幾
多
の
変
遷（（
（

」
が
生
じ
、
憲
法
の
改
正
を
促
す
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
憲
法
学
を
憲
法
や
憲
法
思
想
か
ら
区
別
し
て
、

研
究
上
一
つ
の
独
立
し
た
対
象
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
筆
者
は
、
近
代
期
中
国
に
お
け
る
最
も
注
目
す
べ
き
憲
法
制
定
期
と
は
、
な
に
よ
り
も
清
国
末
期
か
ら
袁
世
凱
政
権
期
ま
で
と

考
え
て
い
る（（
（

。
と
い
う
の
も
、
袁
世
凱
以
降
の
中
国
に
お
け
る
憲
法
制
定
は
、
各
政
権
に
よ
る
「
政
治
利
益
の
為
の
権
力
闘
争（（
（

」
の
場
と

さ
れ
、
ま
た
「
政
治
分
贓
（
政
治
上
の
不
当
な
権
利
や
利
益
を
分
け
る
こ
と（（1
（

）」
の
道
具
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
清
末
民
初
期
の
憲
法
制
定
で
は
、
憲
法
に
関
す
る
議
論
が
極
め
て
盛
ん
に
展
開
さ
れ
、
明
治
憲
法
学
が
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
な

が
ら
、
西
洋
や
日
本
の
憲
法
理
論
を
参
照
し
て
、
中
国
独
自
の
憲
法
理
論
が
確
か
に
作
ら
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
過
程
は
、
極
め
て
創
造
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性
に
富
ん
だ
立
法
的
模
索
の
期
間
で
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
だ
が
、
袁
世
凱
死
後
、
孫
文
の
五
権
憲
法
理
論
の
解
釈
を
は
じ
め

様
々
な
憲
法
理
論
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
も
と
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
憲
法
学
説
と
言
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
九
二
八
年
に
南
京
国

民
政
府
に
よ
る
全
国
統
一
か
ら
一
九
四
六
年
の
解
放
戦
争
開
始
ま
で
、
中
華
民
国
は
形
式
上
の
憲
法
さ
え
も
な
か
っ
た
。

　

上
述
の
よ
う
に
筆
者
は
、
近
代
期
中
国
の
憲
法
学
を
歴
史
的
に
語
る
に
あ
た
っ
て
は
、
清
末
民
初
期
の
憲
法
学
と
、
中
華
人
民
共
和
国

の
建
国
以
降
の
憲
法
学
と
を
区
分
し
て
論
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
「
近
代
中
国
憲
法
学
」
と
表
記
す
る
際

に
は
、
こ
の
区
分
の
前
者
の
時
期
、
す
な
わ
ち
清
末
民
初
期
の
憲
法
学
を
主
に
指
す
も
の
と
し
た
い
。

一　
「
近
代
中
国
憲
法
学
」
の
草
創
期
─
─
予
備
立
憲
運
動
以
前
の
憲
法
学
の
著
作

　

日
清
戦
争
以
降
、
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
、
科
学
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
や
西
洋
の
政
治
制
度
に
も
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
日
本
の
憲
法
・
憲
政
に
学
ぼ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
た
。「
予
備
立
憲
上
諭
」
を
公
表
す
る
一
九
〇
六
年
ま
で
の
時
期
は
、「
近

代
中
国
憲
法
学
」
の
草
創
期
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
憲
法
論
者
は
湯
寿
潜
と
王
鴻
年
で
あ
り
、
湯
は
西
洋
と
日
本
の
憲
法
及
び
憲
政
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
古
代
中

国
に
も
既
に
憲
法
と
憲
政
が
存
在
し
た
こ
と
を
唱
え
、
そ
の
所
論
は
彼
の
著
作
『
憲
法
古
義
』
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、『
古

義
』
は
主
権
と
統
治
権
に
関
す
る
言
及
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
王
は
、
穂
積
八
束
の
天
皇
主
権
説
と
統
治
権
主
・
客
体
論
を
手

本
と
し
て
、
欧
米
諸
国
の
憲
法
と
比
較
し
、
草
創
期
の
「
近
代
中
国
憲
法
学
」
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
『
憲
法
法
理
要
義
』
を
著
し
た
。

先
ず
、
予
備
立
憲
が
開
始
さ
れ
る
前
の
こ
の
二
人
の
憲
法
論
者
の
著
作
を
分
析
し
た
い
。
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㈠　

湯
寿
潜
の
『
憲
法
古
義
』

1　

湯
寿
潜
と
『
憲
法
古
義
』
の
基
本
構
造

　

湯
寿
潜
（
一
八
五
六
〜
一
九
一
七（（1
（

）
は
清
末
民
初
期
の
啓
蒙
思
想
家
で
、
立
憲
派
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
彼
は
鄭
觀
應
の
『
盛
世
危

言
』
が
出
版
さ
れ
る
四
年
前
、
即
ち
一
八
九
〇
年
に
『
危
言
』
を
著
し
て
、「
清
国
政
府
の
時
弊
を
全
面
的
に
指
摘
し
て
、
体
系
的
な
変

法
維
新
の
主
張
を
提
言
し
た（（1
（

」。
し
か
し
現
代
中
国
の
法
制
史
学
者
、
王
人
博
に
よ
れ
ば
、
湯
が
『
危
言
』
を
執
筆
し
た
際
に
は
、「
中
国

の
儒
教
の
伝
統
は
、
中
国
が
西
洋
憲
政
制
度
を
体
験
し
、
そ
れ
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
の
最
も
重
要
な
文
化
的
資
源
で
あ
っ
た
。
西
洋
の

憲
政
制
度
と
憲
政
文
化
は
中
国
伝
統
文
化
の
眼
鏡
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
た
。
西
洋
の
議
会
制
度
も
、
西
洋
文
化
か
ら
分
離
さ
れ
、
噛
み
砕

い
て
、
中
国
の
文
化
に
適
合
す
る
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た（（1
（

」。
王
人
博
の
こ
の
指
摘
は
、
湯
の
『
憲
法
古
義
（
以
下
、『
古
義
』）』
に
も
明

確
に
あ
て
は
ま
る
。

　

今
日
、
湯
が
一
九
〇
一
年
に
書
い
た
『
憲
法
古
義
（
全
三
巻
）』
は
「
中
国
初
の
憲
法
学
の
著
作
」
で
あ
り
、「
近
代
中
国
人
が
西
洋
の

立
憲
民
主
政
治
を
価
値
基
準
と
し
て
中
国
政
治
史
・
文
化
史
を
研
究
し
た
初
の
著
作（（1
（

」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
湯
本
人

は
、「
私
は
中
国
の
伝
統
教
育
を
受
け
た
者
で
、
東
西
洋
諸
国
へ
行
く
事
は
な
か
っ
た
。
各
国
事
情
も
中
国
語
の
翻
訳
を
通
じ
て
上
辺
し

か
知
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る（（1
（

。『
古
義
』
も
例
に
漏
れ
ず
、
湯
が
代
表
し
た
草
創
期
の
憲
法
学
者
た
ち
が
「
日
本
式
君
主
立
憲
モ
デ
ル

を
参
考
す
る
時
に
立
憲
の
源
を
探
求
し
、
極
力
君
権
を
維
持
す
る
と
同
時
に
民
権
を
広
め
て
民
主
を
唱
え
る
事
と
、
彼
ら
が
「
西
学
中

源
」
を
探
求
す
る
と
同
時
に
中
西
融
合
の
方
法
で
伝
統
を
創
り
、
更
に
中
国
と
西
洋
の
形
而
上
学
の
伝
統
を
貫
通
す
る
文
化
思
想
が
反

映
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（（1
（

。

　

湯
の
こ
の
著
作
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
憲
法
学
の
著
作
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
湯
に
代
表
さ
れ
る
早
期
の
中
国
憲
法
論
者
に
よ

る
中
国
の
古
典
籍
に
基
づ
く
西
洋
憲
政
要
素
の
探
求
は
、
近
代
中
国
憲
法
学
の
構
築
に
お
い
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
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憲法古義の構成 明治憲法の条文との対応

卷
一
元
首
之
権
利

君位継承 第二条（皇位ハ皇室典範ノ定ムル所ニ依リ皇男子孫之ヲ継承
ス）

神聖不可侵犯 第三条（天皇ハ神聖ニシテ侵スヘカラス）
無責任
召集議會且命開会停
会閉会及解散之権

第七条（天皇ハ帝国議会ヲ召集シ其ノ開会閉会停会及衆議院ノ
解散ヲ命ス）

提議法案裁可法案公
布之権

第六条（天皇ハ法律ヲ裁可シ其ノ公布及執行ヲ命ス）

宣戰講和締結條約之
権

第十三条（天皇ハ戦ヲ宣シ和ヲ講シ及諸般ノ条約ヲ締結ス）

統帥海陸軍之権 第十一条（天皇ハ陸海軍ヲ統帥ス）、十二条（天皇ハ陸海軍ノ
編制及常備兵額ヲ定ム）

任官免官之権 第十条（天皇ハ行政各部ノ官制及文武官ノ俸給ヲ定メ及文武官
ヲ任免ス但シ此ノ憲法又ハ他ノ法律ニ特例ヲ掲ケタルモノハ
各々其ノ条項ニ依ル）

爵賞之権 第十五条（天皇ハ爵位勲章及其ノ他ノ栄典ヲ授与ス）
恩赦之権 第十六条（天皇ハ大赦特赦減刑及復権ヲ命ス）

卷
二
議
院
之
権
利

立法権
監財権
議員資格
代表全国
美国之聯邦院制
法国之元老院制
上議院之権限
上議院議員之資格

行
政

行政大臣
參列議席
大臣任責之主義

法
院

法院之独立
法官之選任
終身官
陪審官

表１　憲法古義構成一覧と明治憲法との対応
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こ
で
、『
古
義
』
の
構
成
を
確
認

す
る
た
め
、
表
1
を
作
成
し
た
。

　

表
1
で
用
い
ら
れ
る
用
語
は
す

べ
て
原
典
に
即
し
た
表
現
で
あ
る
。

ま
た
、
表
内
「
明
治
憲
法
の
条
文

と
の
対
応
」
の
欄
は
、
前
述
し
た

明
治
憲
法
と
の
関
係
性
を
考
察
す

る
と
い
う
目
的
を
踏
ま
え
、
筆
者

が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

2　
『
憲
法
古
義
』
の
分
析

　

こ
れ
ま
で
の
中
国
の
歴
史
学
研

究
（
（1
（

と
憲
政
思
想
史
研
究（（1
（

に
お
い
て

は
、『
古
義
』
は
清
国
政
府
の

「
偽
の
立
憲
」
を
批
判
し
、
民
間

立
憲
派
の
「
真
の
立
憲（（1
（

」
に
賛
同

す
る
内
容
と
い
う
。
し
か
し
な
が

ら
、「
偽
の
立
憲
」
と
「
真
の
立

憲
」
の
区
別
は
相
対
的
な
も
の
で

あ
り
、
今
ま
で
の
議
論
の
枠
組
み

卷
三
国
民
之
権
利

言論自由 第二十九条（日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ言論著作印行
集会及結社ノ自由ヲ有ス）出板自由（原文のまま）

集會自由
遷徙自由 第二十二条（日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ居住及移転ノ

自由ヲ有ス）
尊信自由 第二十八条（日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民タルノ義

務ニ背カサル限ニ於テ信教ノ自由ヲ有ス）
産業自由
家宅自主 第二十五条（日本臣民ハ法律ニ定メタル場合ヲ除ク外其ノ

許諾ナクシテ住所ニ侵入セラレ及捜索セラルヽコトナシ）
本身自主 第二十四条（日本臣民ハ法律ニ定メタル裁判官ノ裁判ヲ受

クルノ権ヲ奪ハルヽコトナシ）
書函秘密権 第二十六条（日本臣民ハ法律ニ定メタル場合ヲ除ク外信書

ノ秘密ヲ侵サルヽコトナシ）
赴訴権 第二十三条（日本臣民ハ法律ニ依ルニ非スシテ逮捕監禁審

問処罰ヲ受クルコトナシ）
鳴願権 第三十条（日本臣民ハ相当ノ敬礼ヲ守リ別ニ定ムル所ノ規

程ニ従ヒ請願ヲ為スコトヲ得）
服官権 第十九条（日本臣民ハ法律命令ノ定ムル所ノ資格ニ応シ均

ク文武官ニ任セラレ及其ノ他ノ公務ニ就クコトヲ得）參政権
賦稅義務 第二十一条（日本臣民ハ法律ノ定ムル所ニ従ヒ納税ノ義務

ヲ有ス）
服兵役務 第二十条（日本臣民ハ法律ノ定ムル所ニ従ヒ兵役ノ義務ヲ

有ス）

（本表は、『憲法古義（全三巻）』にある各章の見出しと『大日本帝国憲法』（東京新報社、明治
22年）を典拠とする。）
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は
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
古
義
』
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
中
国
の
古
典
籍
の
中
に
既
に
近
代
憲
法
の
精
神
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
湯
が
『
古
義
』
の

序
言
で
、「
西
洋
人
が
無
数
の
生
霊
の
血
を
絞
っ
て
は
じ
め
て
、
数
十
条
の
憲
法
を
得
た
。
日
本
が
そ
れ
を
模
倣
し
て
、
よ
い
成
果
を
収

め
て
い
る（（2
（

」
と
述
べ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
湯
は
『
古
義
』
で
「
東
西
両
国
の
憲
法
（
西
洋
憲
法
と
日
本
憲
法
─
筆
者
）
が
定
め
た
諸
権
利

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
中
国
の
古
典
籍
に
遡
っ
て
説
明（（2
（

」
し
、「
憲
法
は
深
い
淵
に
沈
ん
で
い
る
真
珠
で
あ
り
、
そ
れ
を
汲
み
上
げ
れ
ば
、

中
国
固
有
の
も
の
を
中
国
の
民
衆
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
同
時
に
中
国
が
奮
い
立
っ
て
西
洋
列
強
に
追
い
つ
く
こ
と

の
一
助
と
な
る（（2
（

」
と
述
べ
た
。

　

第
二
に
、
近
代
立
憲
政
治
の
根
本
で
あ
る
権
力
分
立
に
関
す
る
理
解
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
古
義
』
の
第
一
巻
と
第
三

巻
に
あ
る
元
首
権
利
と
臣
民
権
利
に
関
す
る
内
容
は
明
治
憲
法
の
君
上
大
権
と
臣
民
権
利
義
務
に
関
す
る
規
定
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
巻
に
あ
る
議
院
の
「
権
利
（
＝
権
限
、
原
文
の
マ
マ
、
以
下
同
）」
は
主
に
（
ド
イ
ツ
を
除
く
）
欧
米
諸
国
の
憲
法
を
模

範
と
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
日
本
由
来
の
大
臣
責
任
主
義
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
湯
は
、
国
家
要
素
と
し
て
の
主
権
と
国
民
と
の

関
係
、
更
に
明
治
憲
法
が
示
す
君
上
大
権
の
下
の
立
法
・
行
政
・
司
法
の
相
互
関
係
を
明
確
に
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
立

法
権
を
行
使
す
る
議
院
の
「
権
利
」
の
項
目
の
中
に
行
政
と
司
法
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
点
で
、
三
権
の
独
立
が
示
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
劉
練
軍
は
「
湯
は
、
三
権
鼎
立
の
中
で
最
も
大
事
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
司
法
が
立
憲
政
治
に
お
い
て
持
つ
そ
の
位
置
づ
け

と
役
割
に
つ
い
て
、
近
代
的
な
認
識
を
有
す
る
」
と
判
断
し
た
が（（2
（

、
湯
が
行
政
と
司
法
を
議
院
の
「
権
利
」
の
下
に
置
い
た
点
、
上
議
院

の
権
限
と
そ
の
議
員
資
格
だ
け
を
検
討
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
湯
が
有
し
た
と
さ
れ
る
権
力
分
立
に
基
づ
く
「
近
代
的
な
認
識
」

に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
劉
は
、
臣
民
の
権
利
を
検
討
す
る
際
に
、「
明
治
憲
法
は
移
転
の
自
由
を
規

定
し
て
い
な
い
」
一
方
で
、
湯
が
示
し
た
移
転
の
自
由
に
関
す
る
規
定
は
「
近
代
立
憲
主
義
の
見
事
な
モ
デ
ル
と
言
え
る
」
と
、
評
価
し

た
。
し
か
し
、
明
治
憲
法
の
第
二
二
条
を
見
る
と
、「
日
本
臣
民
ハ
法
律
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
居
住
及
移
転
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」
と
規
定
さ
れ
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て
い
る
の
で
、
劉
の
主
張
は
厳
密
性
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
湯
は
近
代
中
国
初
の
憲
法
論
著
を
発
表
し

た
者
で
は
あ
る
が
、
彼
は
西
洋
の
近
代
立
憲
主
義
に
お
け
る
権
力
分
立
の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
政
治
改
良
の

た
め
に
自
ら
が
『
危
言
』
で
唱
え
た
議
院
の
設
立
を
中
心
と
す
る
主
張
を
、
憲
法
論
的
外
形
の
下
に
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
に
、
日
本
と
異
な
る
大
臣
責
任
主
義
も
『
古
義
』
が
持
つ
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
や
黒
田
清
隆
ら
は
、
大
臣
責
任
主
義

と
超
然
内
閣
主
義
は
相
互
に
補
完
し
合
う
関
係
に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
制
度
の
目
的
は
、
君
主
が
実
際
の
政
党
政
治
の
局
外
に
身
を
置

い
て
、「（
憲
法
上
に
あ
る
）
大
権
ノ
保
全（（2
（

」
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
湯
は
『
古
義
』
の
中
で
、「
法
律
で
君
主
を
裁

こ
う
と
し
て
も
、
君
主
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
大
臣
を
以
て
そ
の
責
任
を
取
ら
せ
る
べ
き（（2
（

」
で
あ
る
と
唱
え
た
。
こ
こ

で
湯
が
主
張
し
た
大
臣
の
責
任
は
、
伊
藤
ら
が
述
べ
た
も
の
と
は
少
々
異
な
る
。
即
ち
、
湯
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

大
臣
を
君
主
の
代
表
と
す
る
。
君
主
は
過
ち
が
あ
っ
た
ら
、
大
臣
が
そ
の
責
任
を
担
う
。
同
時
に
大
臣
は
責
任
が
あ
る
限
り
、
大

臣
の
権
力
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（（2
（

。

　

湯
は
「
君
主
は
民
の
為
に
設
け
ら
れ
た（（2
（

」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。『
古
義
』
の
中
で
彼
は
、
大
臣
が
君
主
の
代
わ
り
に
責
任
を
担
う
構

想
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
根
本
的
出
発
点
は
「
民
本
主
義
」
的
な
思
想
に
あ
り
、
明
治
憲
法
の
よ
う
に
「
君
上
大
権
」
を
原
点
と
し
て

国
務
大
臣
の
輔
弼
の
性
質
や
そ
の
範
囲
を
解
釈
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
草
創
期
の
憲
法
論
者
が
中
国
伝
統
の
「
仁
政
」
思
想
に
基
づ

き
、
日
本
か
ら
の
憲
法
思
想
を
継
受
す
る
試
み
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
湯
が
尊
崇
す
る
「
民
本
主
義
」
は
、
人
民
多
数
の
た
め

の
政
治
を
強
調
す
る
主
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
主
権
・
統
治
権
の
所
在
を
問
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

第
四
に
、「
君
権
を
制
限
し
て
民
権
を
保
護
す
る
」
思
想
で
あ
る
。
湯
に
よ
る
と
、
三
千
年
前
の
『
周
礼
』
は
「
中
国
で
初
め
て
公
布

001-050_01_呉_大学院論文集60号.indd   9 2020/06/16   19:20



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集60号（令和２年度）

� 10

さ
れ
た
法（（2
（

」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
憲
政
に
関
す
る
内
容
は
な
い
が
」、
そ
の
趣
旨
は
「
君
主
の
権
力
を
制
限
し
て
人
民
の
発
達
を
図

る
」
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
は
「
中
国
の
憲
政
の
原
点（（2
（

」
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
古
来
中
国
は
既
に
西
洋
の
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の
憲
政
概

念
を
有
し
て
い
て
、
た
だ
そ
れ
を
記
し
た
文
章
化
さ
れ
た
憲
法
が
な
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
他
に
、
春
秋
戦
国
期
の
『
管

子
』
に
も
「
君
臣
の
上
下
や
貴
賎
等
に
も
拘
ら
ず
、
皆
全
て
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
湯
は
、

「
法
が
尊
重
さ
れ
れ
ば
主
権
も
尊
重
さ
れ
た
。
主
権
が
尊
重
さ
れ
れ
ば
主
権
を
操
る
人
も
尊
重
さ
れ
た（（3
（

」
が
故
に
、「
憲
法
と
い
う
も
の
は
、

民
権
を
守
る
も
の
で
あ
り
君
権
の
後
ろ
盾
で
あ
る（（3
（

」
と
認
識
し
て
い
た
。
即
ち
、
一
九
世
紀
末
の
中
国
に
お
け
る
憲
法
制
定
と
は
、
春
秋

戦
国
期
の
思
想
家
た
ち
の
主
張
の
延
長
上
に
あ
る
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
湯
は
、『
商
君
書
・
修
権
篇
』
の
「
法
と
い
う
物

は
君
臣
共
に
操
り
、
権
と
い
う
物
は
君
主
独
り
が
操
る
」
を
引
用
し
て
、「
君
主
は
国
家
の
主
体
で
は
な
く
、
国
家
の
主
権
を
操
る
者
と

見
做
せ
ば
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
（Johann K

aspar Bluntschli

、
一
八
〇
八
〜
一
八
八
一
）
の
国
家
法
人
説
と
一
致
す
る（（3
（

」
と
述
べ
、
国
家
法
人

説
は
中
国
古
来
の
概
念
と
同
旨
で
あ
る
と
、
論
じ
た
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
論
証
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
憲
法
」
と
い
う
用

語
は
、
明
治
初
期
の
思
想
家
た
ち
が
欧
文
を
訳
し
た
際
に
漢
文
典
籍
の
中
か
ら
探
し
て
新
し
い
意
味
を
付
与
し
た
借
用
翻
訳
語
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
古
代
中
国
に
は
西
洋
近
代
的
な
意
味
の
憲
法
典
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
上
述
の
通
り
、「
君
権
を
制
限
し
て

民
権
を
保
護
す
る
」
思
想
が
存
し
た
事
実
は
、
大
い
に
注
目
に
値
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、
湯
寿
潜
の
『
憲
法
古
義
』
は
、「
中
国
古
典
典
籍
注
釈
版
の
大
日
本
帝
国
憲
法
義
解（（3
（

」
で
あ
る
と
さ
れ
た
り
、
前
述
の
よ

う
に
「
近
代
中
国
初
の
憲
法
学
著
作
」
と
評
価
さ
れ
た
り
し
た
が
、
彼
の
著
作
は
結
局
、
明
治
日
本
を
含
む
西
洋
式
の
憲
法
と
憲
法
学
の

真
意
を
完
全
に
理
解
し
て
い
た
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
特
に
、
明
治
憲
法
の
中
核
概
念
と
も
言
え
る
「
統
治
権
」
に
関
す
る
注
目
は
一
切

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
湯
の
草
創
期
の
近
代
中
国
憲
法
学
に
お
け
る
開
拓
者
と
し
て
の
地
位
と
、
彼
の
著
作
が
も
た
ら
し
た
近
現
代
中

国
憲
法
学
構
築
へ
の
示
唆
は
重
要
で
あ
ろ
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い（（3
（

。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
積
極
的
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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㈡　

王
鴻
年
の
『
憲
法
法
理
要
義
』

　

1　

王
鴻
年
と
『
憲
法
法
理
要
義
』
の
基
本
構
造

　

王
鴻
年（（3
（

は
一
八
七
〇
年
に
生
ま
れ
、
一
九
四
六
年
に
亡
く
な
っ
た
清
国
期
か
ら
中
華
民
国
期
に
か
け
て
の
著
名
な
法
学
者
及
び
外
交
家

で
あ
る
。
一
八
九
八
年
九
月
、
彼
は
大
使
館
の
国
費
留
学
生
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
学
び
、
一
九
〇
四
年
に
卒
業
し
て
帰
国

し
た
。
翌
年
、
清
国
政
府
は
科
挙
制
を
公
式
に
廃
棄
し
、
七
月
に
帰
国
し
た
留
学
生
に
向
け
た
初
の
人
材
選
抜
試
験
を
行
っ
た
。
王
は
、

一
九
〇
七
年
に
行
っ
た
第
二
回
試
験
に
合
格
し
、「
法
政
科
挙
人
」
と
い
う
称
号
を
得
て
、
京
師
大
学
堂
訳
学
館
で
勤
め
た
。
一
九
〇
七

年
に
、
彼
は
、
政
治
考
察
大
臣
と
共
に
再
び
日
本
に
赴
い
て
視
察
を
行
っ
た
。
中
華
民
国
期
に
入
り
、
王
は
政
治
、
外
交
界
で
活
躍
す
る

と
と
も
に
、
中
華
民
国
の
政
治
制
度
を
議
論
す
る
『
内
閣
制
度
芻
議
』
を
著
し
た
。
本
稿
が
検
討
す
る
王
の
『
憲
法
法
理
要
義
（
以
下
、

『
要
義（（3
（

』）』
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
留
学
中
の
一
九
〇
二
年
に
著
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
長
は
、
穂
積
八
束

で
あ
っ
た
。

　

王
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
理
論
と
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
理
論
が
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
穂
積
八
束
は
君
主
主
権
学

説
を
堅
持
し
て
、
そ
れ
ら
の
弊
害
を
論
難
し
た
点
で
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ボ
ダ
ン
と
共
に
、「
社
会
の
分
裂
を
救
い
、
中

央
に
権
力
を
集
中
さ
せ
る（（3
（

」
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
王
は
ま
た
、
穂
積
ら
の
学
説
は
「
忠
君
愛
国
の
大
意
を
維
持
し
、
人
心
を
奮
い

立
た
せ
、
政
略
の
秘
密
や
人
心
の
細
か
さ
を
明
ら
か
に
し
た（（3
（

」
と
評
価
し
た
。

　

確
か
に
、
周
知
の
通
り
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
政
治
と
道
徳
の
基
準
を
区
分
し
て
か
ら
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
を
経
て
ホ
ッ
ブ
ズ
の
契

約
理
論
の
構
築
に
至
り
、
西
洋
に
お
け
る
国
民
国
家
の
理
論
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
同
時
に
、
君
主
た
ち
が
外
部
、
特
に
ロ
ー
マ
教
会
の

国
内
政
治
に
対
す
る
干
渉
を
防
ぎ
止
め
る
過
程
で
直
面
し
て
い
た
の
は
、
国
民
国
家
の
政
治
上
・
法
律
上
、
更
に
道
徳
上
の
正
当
性
を
ど

の
よ
う
に
確
立
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
世
紀
後
半
期
の
日
本
と
中
国
が
直
面
し
て
い
た
の
は
、
如
何
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に
し
て
民
族
独
立
と
国
家
富
強
を
実
現
し
、
西
洋
諸
国
の
従
属
的
地
位
か
ら
抜
け
出
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
井
上
毅
と
伊
藤
博
文
ら
は
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
「
主
権
」
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
を
加
え
て
、
明
治
憲
法
上
に
「
統
治
権
」
と

い
う
概
念
を
作
っ
た
。
そ
の
後
に
誕
生
し
た
明
治
期
の
憲
法
学
に
見
ら
れ
る
、
穂
積
八
束
が
唱
え
た
天
皇
主
権
説
は
、「
建
国
ノ
歴
史
」

と
「
万
世
一
系
ノ
皇
位
」
に
基
づ
く
統
治
主
権
を
強
め
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
た（（3
（

。
そ
れ
に
鑑
み
て
、
王
が
穂
積
を
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ

リ
、
ボ
ダ
ン
、
ホ
ッ
ブ
ス
等
と
同
列
に
論
じ
、「
日
本
に
師
事
し
て
君
主
立
憲
政
体
を
確
立
し
大
権
統
一
主
義
を
明
確
に
し
、
自
主
的
な

権
利
を
回
復
し
国
家
富
強
の
目
的
を
達
す
れ
ば
、
恥
を
雪
ぐ
こ
と
が
必
ず
で
き
る（（4
（

」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現
す
る
手
段
と

し
て
、
王
は
更
に
憲
法
は
「
国
家
主
権
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
主
権
の
作
用
を
決
め
、
不
易
の
国
家
政
体
を
確
立
す
る
も
の（（4
（

」
で
あ
る

と
述
べ
、
特
に
主
権
は
「
最
高
無
制
限
の
国
家
権
力
で
国
民
全
体
が
服
従
す
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
ま
た
、「（
主
権
は
）
一
人
に
よ
っ
て

握
ら
れ
れ
ば
（
中
略
）
政
党
紛
争
の
弊
害
が
生
じ
、
立
憲
君
主
政
体
が
成
り
立
つ
」
と
し
て
、
日
本
を
手
本
と
す
る
清
国
の
憲
法
成
立
、

更
に
立
憲
君
主
制
の
確
立
に
対
す
る
期
待
を
示
し
た
。

　
『
要
義
』
は
上
下
二
巻
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
目
次
を
表
2
で
表
す
。

2　
『
憲
法
法
理
要
義
』
の
特
色

　

王
の
『
要
義
』
の
最
大
の
特
色
は
、
穂
積
憲
法
学
に
準
拠
す
る
と
同
時
に
、
欧
米
の
憲
法
学
を
批
判
的
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
穂
積
八
束
の
天
皇
主
権
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
要
義
』
に
お
け
る
主
権
、
統
治
権
に
関
す
る
王
の
理
論
を
見
る
と
、
以
下
の

三
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
主
権
は
歴
史
に
基
づ
く
国
体
に
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。『
要
義
』
に
よ
る
と
、
各
国
の
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
故
に
、

国
家
の
主
権
及
び
そ
の
作
用
も
各
国
の
固
有
の
も
の
で
あ
り
、「
外
国
の
国
体
及
び
自
国
と
全
く
異
な
る
歴
史
を
も
っ
て
自
国
の
国
法
を

解
説
し
て
は
な
ら
な
い（（4
（

」
と
考
え
た
。
王
が
こ
こ
で
使
う
「
国
体
」
は
彼
の
師
で
あ
る
穂
積
八
束
が
唱
え
た
「
国
体（（4
（

」
で
あ
り
、
国
学
に

お
け
る
概
念
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、「
国
体
は
、
主
権
の
本
体
で
あ
り
、
主
権
は
、
国
家
法
則
の
源（（4
（

」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ま
ず
主
権
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が
あ
っ
て
、
そ
の
後
国
法
が
生
ま
れ
る（（4
（

」
の
で
あ

る
。
ま
た
、「
日
本
は
君
主
主
権
を
国
体
」
と
し
、

こ
れ
は
日
本
の
歴
史
に
あ
る
国
民
の
信
仰
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
、
建
国
の
大
法
則
と
な
る
」
た
め
、

天
皇
の
国
家
に
対
す
る
統
治
は
「
法
律
の
名
義
で

は
な
く
実
質
上
の
権
力
で
実
行
」
す
る
こ
と
で
あ

り
、「
君
主
と
主
権
は
分
割
で
き
な
い
一
つ
の
政

体
（
（4
（

」
で
あ
る
。
こ
の
認
識
を
基
盤
と
し
て
、
王
は

更
に
、
天
皇
は
国
体
と
主
権
の
本
体
を
同
時
に
担

っ
て
い
る
が
、
全
て
の
法
律
は
主
権
か
ら
出
た
の

で
あ
り
、
法
律
を
も
っ
て
主
権
の
所
在
を
規
定
す

る
の
で
は
な
い
と
唱
え
た
。
即
ち
穂
積
八
束
が
言

っ
た
よ
う
に
、「
主
権
ハ
無
限
」
で
あ
り
、「
法
上

ノ
動
作
ニ
付
キ
其
ノ
権
能
ニ
絶
対
ノ
限
定
ア
ル
コ

ト
（
（4
（

」
は
な
く
、「
法
令
ノ
出
ツ
ル
所
ニ
シ
テ
法
令

ニ
由
リ
テ
成
立
ス
ル（（4
（

」
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

王
は
そ
れ
を
「
国
体
は
主
権
の
本
体
で
あ
り
、
主

権
は
国
家
の
法
律
の
淵
源
で
あ
る（（4
（

」
と
概
括
し
た
。

　

第
二
に
、
統
治
権
主
・
客
体
論
を
堅
持
し
、
統

上卷
第一編
序言

第一章 法之観念
第二章 公法及私法
第三章 人格及権利

第二編
総論

第一章 国家之観念
第二章 国家法
第三章 国家之主権
第四章 国体
第五章 政体
第六章 憲法与君主之關係
第七章 国法之法源

第三編
統治之
主体

第一章 国家之統治権
第二章 君主
第三章 皇位継承
第四章 摂政

第四編
統治之
客体

第一章 総論
第二章 領土
第三章 臣民

表２　『憲法法理要義』の構成

下卷
第五編
統治之
機関

第一章 機関之性質
第二章 議会
第三章 政府
第四章 国務大臣
第五章 樞密顧問
第六章 裁判所

第六編
統治之
作用

第一章 統治権
第二章 君主憲法上之大権
第三章 立法権
第四章 法律
第五章 命令
第六章 国際條約
第七章 預算
第八章 司法権
第九章 行政権

（本表は、『憲法法理要義』の目次と『大日本帝国憲法』（東京新報社、明治22年）を典拠とする。）
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治
権
は
国
家
と
併
存
し
、
大
権
は
憲
法
よ
り
生
じ
た
と
す
る
。
こ
の
統
治
権
主
・
客
体
論
は
、
穂
積
八
束
憲
法
学
の
最
も
重
要
な
部
分
の

一
つ
で
あ
る
。
穂
積
八
束
は
明
治
憲
法
第
一
条
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
本
条
ノ
主
意
ハ
国
体
ヲ
定
ム
ル
ニ
在
リ
、
国
体
ヲ
定
ム
ル
ト
ハ
統

治
権
ノ
主
体
ト
客
体
ヲ
サ
ダ
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ（（5
（

」
と
述
べ
た
。
穂
積
は
「
統
御
ノ
主
体
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
ニ
在
リ
、
而
シ
テ
統
治

ノ
客
体
ハ
大
日
本
帝
国
ニ
在
リ（（5
（

」、
ま
た
「
国
土
及
国
民
ハ
帝
国
ヲ
構
成
ス
ル
ノ
元
質
ニ
シ
テ
（
中
略
）
国
土
及
国
民
ハ
統
治
ノ
客
体
ヲ

成
ス
者
ナ
リ（（5
（

」
と
述
べ
、
明
治
憲
法
に
お
け
る
統
治
権
の
主
・
客
体
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
穂
積
八
束
に
師
事
し
、
穂
積
に
深
く
傾

倒
し
た
王
は
、
穂
積
の
学
説
に
倣
い
「
君
主
は
統
治
権
の
主
体
で
あ
り
、
領
土
と
臣
民
は
統
治
権
の
客
体
で
あ
る
。
統
治
権
の
作
用
は
憲

法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る（（5
（

」
と
『
要
義
』
で
主
張
し
た
。
更
に
、
統
治
権
の
あ
る
範
囲
は
統
治
機
関
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、

あ
る
い
は
君
主
の
親
裁
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
は
、
憲
法
を
そ
の
判
断
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
よ
っ
て
、
王
の
理

解
に
従
う
な
ら
ば
、
統
治
権
は
大
権
と
は
異
な
り
、
国
家
と
共
存
し
て
い
て
、
憲
法
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
の
改
正
に
左
右

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
三
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（Charles-Louis de M

ontesquieu

、
一
六
八
九
〜
一
七
五
五
）
の
三
権
分
立
を
批
判
し
て
、
主
権
の
不
可
分

を
唱
え
た
。
王
に
よ
る
と
、
立
憲
政
体
の
要
は
「
三
権
分
立
の
精
神
と
、
国
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
国
家
が
立
法
に
関
与
す
る
こ
と（（5
（

」

に
あ
る
。
し
か
し
、「
近
世
の
学
者
た
ち
は
、
誰
で
も
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
三
権
分
立
論
の
誤
謬
を
知
っ
て
い
る
」、「
蓋
し
国
家
の
主
権

は
唯
一
不
可
分
で
」
あ
る
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
学
説
は
「
国
権
を
立
法
、
司
法
、
行
政
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
さ
せ
」
る
も

の
で
あ
り（（5
（

、
若
し
こ
の
よ
う
な
三
権
分
立
を
主
張
す
れ
ば
、
国
家
は
統
一
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
王
は
ま
た
、「
英
国
は
三
権
分
立
を
実

現
で
き
な
か
っ
た
。
即
ち
、
英
国
の
三
権
分
立
は
形
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
、
君
主
と
国
会
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
」
と
断
じ
た
。
尚
、

彼
は
「
英
国
の
君
主
は
、
内
閣
の
輔
弼
を
経
な
い
と
、
何
の
政
治
事
務
も
処
理
で
き
な
い
。
内
閣
も
君
主
に
対
し
て
何
ら
の
責
任
を
負
わ

な
い
」
が
故
に
、
英
国
議
会
政
治
の
本
質
は
「
多
数
政
党
の
専
制
」
で
あ
る
と
、
英
国
の
政
治
を
批
判
し
て
、「
民
主
国
の
民
衆
は
政
治

の
弊
害
に
反
感
を
持
っ
て
い
て
、
逆
に
君
主
国
の
良
い
所
を
唱
え
る
人
が
少
な
く
な
い
」
と
論
じ
た
。
英
国
の
制
度
に
対
し
て
、
王
は
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「（
日
本
憲
法
は
─
筆
者
注
）
三
権
分
立
の
学
説
を
採
っ
た
が
、
国
権
は
君
主
に
総
覧
し
て
、
各
国
の
長
所
と
短
所
を
参
酌
し
て
、
長
所
を
取

り
入
れ
短
所
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
評
価
し
た
。
要
す
る
に
、「
国
務
大
臣
が
君
主
を
輔
弼
し
て
そ
の
責
任
を
負
い
、
官
吏
の
任
免

は
全
て
君
主
大
権
に
握
ら
れ
、
国
会
は
干
渉
で
き
な
い
。
故
に
、
日
本
の
政
体
は
、
君
主
立
憲
政
体
の
最
も
完
備
な
も
の
で
あ
る（（5
（

」
と
結

論
付
け
た
。

　

要
す
る
に
、
王
の
主
権
及
び
統
治
権
に
対
す
る
理
解
と
、
三
権
分
立
に
対
す
る
批
判
更
に
大
権
に
対
す
る
憲
法
学
的
な
解
釈
は
、
基
本

的
に
彼
の
師
で
あ
る
穂
積
八
束
の
憲
法
学
体
系
に
沿
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
、
王
は
政
治
考
察
大
臣
達
寿
の
書
記
官
と
し
て
、

大
臣
ら
と
共
に
日
本
を
視
察
し
て
、
後
の
清
国
政
府
に
よ
る
日
本
を
モ
デ
ル
と
し
た
立
憲
君
主
制
の
実
現
と
「
欽
定
憲
法
大
綱
」
の
公
表

な
ど
に
、
貢
献
し
た
。
王
の
『
要
義
』
の
出
版
は
湯
の
『
古
義
』
よ
り
一
年
遅
い
が
、
王
の
著
作
は
、
近
代
中
国
に
お
い
て
明
治
期
の
憲

法
学
を
継
受
し
た
初
の
体
系
的
な
著
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二　

留
日
学
生
に
お
け
る
憲
法
学
研
究
の
集
大
成
─
─
保
廷
樑
と
『
大
清
憲
法
論
』

　

一
九
〇
六
年
に
公
布
さ
れ
た
「
予
備
立
憲
上
諭
」
を
境
と
し
て
、
近
代
中
国
憲
法
学
は
発
展
及
び
形
成
期
に
入
っ
た
。
法
政
大
学
の
清

国
留
学
生
保
廷
樑
が
著
し
た
『
大
清
憲
法
論
（
以
下
、『
憲
法
論
』）』
は
近
代
中
国
憲
法
学
を
代
表
す
る
著
作
で
あ
る
。
保
が
『
憲
法
論
』

で
新
し
く
構
築
し
た
「
国
権
憲
法
学
」
は
、
明
治
日
本
と
西
洋
諸
国
の
憲
法
及
び
憲
法
学
に
対
す
る
単
純
な
模
倣
を
乗
り
越
え
、
自
国
の

学
者
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
中
国
の
憲
法
学
の
濫
觴
と
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
保
の
『
憲
法
論
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
憲
法
学
的
解
読

を
行
い
た
い
。
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保
廷
樑
と
『
大
清
憲
法
論
』
登
場
の
背
景

　

保
廷
樑
の
仇
名
は
「
樹
勲
」
で
あ
り
、
号
は
「
康
一
」
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
に
中
国
の
雲
南
省
に
回
族
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
、

「
近
代
回
族
新
文
化
運
動
の
二
代
目
の
知
識
人（（5
（

」
で
あ
り
、
同
時
に
彼
は
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
、
彼
は
蔡
鍔
ら

と
共
に
日
本
の
法
政
大
学
に
留
学
し
て
法
律
学
と
政
治
学
を
学
ん
だ
。
翌
年
に
中
国
国
民
党
の
前
身
で
、
反
清
政
治
団
体
の
中
国
同
盟
会

に
入
会
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
在
日
本
国
清
国
公
使
楊
樞
の
支
援
の
下
に
、
彼
は
日
本
の
大
学
に
留
学
し
た
計
三
六
名
の
回
族
学
生
を
一

四
省
か
ら
募
り
、「
近
代
中
国
回
族
文
化
啓
蒙
運
動
の
最
初
の
旗
印
を
立
て（（5
（

」
た
「
留
東
清
真
教
育
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、
同
会
の
会
長

に
就
任
し
た
。
翌
年
、
機
関
紙
『
醒
回
篇（（5
（

』
が
発
刊
さ
れ
、
彼
は
総
編
集
長
を
務
め
た
。
一
九
〇
九
年
、
卒
業
後
に
帰
国
し
て
、
辛
亥
革

命
に
参
加
し
、
雲
南
軍
都
督
府
法
制
局
参
事
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
会
澤
府
と
東
川
府
の
府
長
や
雲
南
省
高
等
裁
判
所
所
長
、
財
政
庁
庁

長
等
を
歴
任
し
て
、
一
九
四
七
年
に
雲
南
易
門
で
逝
去
し
た
。
墓
は
雲
南
省
昆
明
市
の
馬
頭
山
に
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
彼
は
既
に
孫
文
が
率
い
て
い
た
革
命
団
体
の
同
盟
会
へ
一
九
〇
五
年
に
入
会
し
、
一
九
一
〇
年
、
日
本
滞
在
中
に

東
京
で
君
主
立
憲
制
を
基
軸
と
す
る
『
憲
法
論（（6
（

』
を
出
版
し
た
。
革
命
団
体
の
一
員
と
し
て
彼
が
書
い
た
こ
の
著
作
は
、
欧
米
諸
国
の
三

権
分
立
や
人
民
主
権
の
憲
法
学
理
論
で
は
な
く
、
明
治
憲
法
学
を
批
判
的
に
受
容
し
た
上
で
、
自
ら
の
国
権
憲
法
学
体
系
を
創
り
出
し
た
。

　

保
の
憲
法
学
を
体
系
的
に
把
握
す
る
た
め
、『
憲
法
論
』
の
構
成
は
表
3
に
ま
と
め
た
。「
国
権
の
原
理
が
不
明
な
ら
ば
根
本
は
必
ず
間

違
え
る
」
故
に
、
第
一
篇
に
国
権
総
論
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
権
は
広
大
な
も
の
で
あ
る
か
ら
必
ず
あ
る
も
の
に
属
す
べ
き
」

故
に
、
第
二
篇
で
国
権
主
体
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
君
主
が
国
権
を
総
覧
し
て
、
諸
機
関
を
置
い
て
、
政
治
事
務
を
処
理
す
る
」

故
に
、
第
三
篇
は
国
権
機
関
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、「
三
大
要
綱
（
立
法
、
行
政
、
司
法
─
筆
者
）
の
権
限
は
分
明
で
あ
り
、
各
種
の

措
置
を
経
て
国
家
の
目
的
に
達
す
る
」
が
故
に
、
第
四
篇
は
国
権
作
用
を
論
じ
る
。
最
後
に
、「
国
は
土
地
と
人
民
に
よ
っ
て
存
続
し
続

け
て
い
る
」
た
め
に
、
第
五
篇
は
国
権
の
基
礎
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

001-050_01_呉_大学院論文集60号.indd   16 2020/06/16   19:20



近代中国憲法学の誕生と明治憲法学

17

㈡　

国
権
憲
法
学
の
基
本
的
理
論
構
造

　

こ
れ
ま
で
、『
憲
法
論
』
に
触
れ
る
先
行
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
保
の

憲
法
学
を
理
解
す
る
た
め
に
、
極
め
て
重
要
な
素
材
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

本
節
で
は
保
の
国
権
総
論
と
国
権
主
体
を
中
心
に
、
保
が
提
唱
し
た
国
権
憲
法
学
の
基

本
的
な
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

図
1
は
保
の
国
権
理
論
の
体
系
を
筆
者
な
り
に
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
の
憲

法
理
論
の
中
に
、
国
権
は
「
主
権
と
統
治
権
の
全
体
」
で
あ
り
、
憲
法
は
「
国
権
を
表

す
綱
領（（6
（

」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
保
に
よ
れ
ば
、
国
権
は
国
家
の
成
立
を

源
と
し
、
国
家
成
立
は
更
に
「
形
質
」（
形
式
）
と
「
精
神
」
の
二
つ
の
意
義
を
持
つ
。

ま
ず
、
国
家
成
立
に
関
し
て
、「
形
式
」
と
は
「
神
聖
勇
敢
な
者
が
い
て
、
人
民
を
統

一
し
、
土
地
を
略
定
し
、
官
吏
を
設
立
し
て
法
律
を
作
っ
た
」
の
で
、「
外
患
が
生
ず

れ
ば
防
ぎ
、
弊
害
が
あ
れ
ば
防
ぎ
備
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
。「
精
神
」
と
は
「
権

力
」
で
あ
り
、
実
体
を
持
た
な
い
。
保
は
更
に
、
自
ら
の
知
覚
運
動
を
使
っ
て
事
情
を

判
断
す
る
の
は
個
人
的
な
力
で
あ
り
、
人
々
の
知
覚
運
動
を
使
っ
て
事
情
を
判
断
す
る

の
は
天
下
の
権
力
、
つ
ま
り
国
家
権
力
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
民
の
力

と
個
人
の
力
を
結
び
つ
け
て
公
の
力
を
形
成
す
る
の
が
君
主
で
あ
る
。
君
主
は
土
地
の

境
を
明
確
に
し
、
立
法
行
政
を
確
立
す
る
た
め
に
国
家
権
力
を
行
使
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
国
家
が
成
立
す
る
。
権
力
が
君
主
に
集
中
す
る
と
い
う
本
質
は
、「
民
衆
の
精
神
は

第一篇
国権總論

国家原理

第三篇
国権機關

総論

第四篇
国権作用

作用之原理
国権原理 摂政 立法
憲法概要 帝国議會 司法

内閣 行政

第二篇
国権主体

主体説之區別 法院
君主非機關説 審計院

第五篇
国権基礎

基礎之意義
君主之特権 督察院 臣民
皇位繼承 弼德院 領土

表３　大清憲法論の構成

（本表は、『大清憲法論』の目次を筆者によりまとめたものである。）
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す
べ
て
君
主
の
精
を
貫
い
て
、
君
主
の
精
神
は
同
時
に
、
民
衆
が
互
い
に
相
手

の
精
神
を
畏
敬
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
、「
権
力

は
君
主
に
集
中
し
、
君
主
の
自
由
な
操
縦
に
従
っ
て
、
国
家
を
成
立
さ
せ
る
の

は
公
権
と
呼
ば
れ
、
民
衆
の
自
身
の
生
活
の
為
の
、
自
由
や
意
識
や
行
為
は
私

権
と
認
識
さ
れ
た
」。
更
に
、
公
権
は
国
家
に
属
す
る
た
め
に
、
国
家
権
力
と

も
呼
ば
れ
、
私
権
は
民
衆
に
帰
属
す
る
の
で
、
民
権
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

そ
し
て
、
国
権
に
も
二
つ
の
本
質
的
な
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
本
体
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
効
用
で
あ
る
。
前
者
は
「
国
家
の
公
共
的
事
務
に
焦
点
を
絞
っ
て

い
る
」
た
め
、
公
的
権
力
を
表
す
。
後
者
は
「
対
内
と
対
外
の
頂
点
に
あ
る（（6
（

」

た
め
、
最
高
の
権
力
と
最
大
の
効
用
を
表
す
。
本
体
が
あ
っ
て
初
め
て
効
用
が

生
ま
れ
、
効
用
が
あ
っ
て
初
め
て
本
体
が
存
続
で
き
る
。
よ
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど

の
強
国
で
あ
っ
て
も
、
最
高
権
力
が
た
ま
に
抑
制
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は

り
国
家
で
あ
る
以
上
、
一
部
分
の
対
外
活
動
の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
一
国
の
対
外
権
は
永
久
に
抑
制
さ
れ
状
態
が
永
久
に

続
く
わ
け
で
な
く
、
国
権
の
本
体
が
あ
れ
ば
こ
そ
国
家
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、

抑
制
さ
れ
た
状
況
は
一
時
的
な
事
態
に
過
ぎ
な
い
。
保
は
更
に
、
も
し
一
国
が

「
意
気
込
ん
で
向
上
を
求
め
、
そ
の
弱
点
を
克
服
す
れ
ば
、
諸
制
限
か
ら
脱
却

し
、
対
外
の
最
高
権
を
伸
張
し
て
、
列
強
諸
国
と
並
べ
て
更
に
列
強
諸
国
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
な
る
事
が
で
き
な
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
」
と
唱
え
た
。
清
国

図１　国権理論体系図

領土

国
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機
関
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の
富
強
を
図
る
こ
と
に
対
す
る
保
の
期
待
は
紙
上
に
現
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
主
権
と
統
治
権
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
対
外
的
な
最
高
権
力
で
あ
り
、
後
者
は
対
内
的
な
最
高
権
力
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
。
両
者
は
共
に
国
権
本
体
に
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
従
来
の
学
界
は
両
概
念
を
混
同
し
て
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た（（6
（

と
、
保

は
述
べ
て
い
る
。
主
権
は
国
が
そ
の
独
立
を
表
明
す
る
時
に
使
う
概
念
だ
が
、
統
治
権
は
一
国
の
臣
民
と
領
土
が
同
じ
国
権
の
支
配
下
に

あ
り
、
国
権
の
命
令
に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
国
家
と
臣
民
の
間
に
主
権
は
使
わ
れ
ず
、
国
家
と
国
家
の
間
に
統
治
権
を
使

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
主
権
と
統
治
権
に
万
能
性
且
つ
無
制
限
を
認
め
る
間
違
っ
た
学
説
が
生
ま
れ
た
。
本
来
、「
権
力
に

対
す
る
制
限
」
と
い
う
の
は
自
己
の
権
力
の
無
制
限
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
権
力
は
他
国
の
権
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い

こ
と
を
意
味
し
、
一
国
は
対
外
的
に
国
際
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
対
内
的
に
法
律
を
制
定
し
て
臣
民
と
国
権
の
活
動
を
制
限
す
る
源
に

は
国
権
主
体
（
＝
君
主
）
の
承
諾
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
者
を
混
同
す
れ
ば
、
後
顧
の
憂
い
が
絶
え
な
い
。

　

以
上
の
論
点
か
ら
、
保
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
国
権
を
三
部
分
に
分
け
る
学
説
に
批
判
を
加
え
た
。
即
ち
「
国
権
の
主
体
は
分
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
効
用
は
分
け
ら
れ
な
い（（6
（

」。
つ
ま
り
、
三
権
分
立
の
本
旨
は
国
権
の
全
て
の
事
務
を
三
つ
の
機
関
に
委
ね
、
三
つ
の
機
関
が

国
権
主
体
（
即
ち
君
主
）
に
属
す
べ
き
こ
と
に
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
唱
え
た
三
権
分
立
は
三
つ
の
権
力
が
互
い
に
干
渉
し
な
い
こ

と
で
、
国
権
は
分
裂
し
て
統
一
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
行
政
権
は
主
に
対
外
関
係
に
お
い
て
用

い
ら
れ
る
定
義
な
の
で
、
対
内
的
な
意
味
に
欠
け
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
保
は
国
権
主
体
＝
君
主
を
、
主
権
と
統
治
権
を
総
覧
す
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
近
代
期
の
日
本
と
中
国
で
は
、

多
く
の
学
者
が
私
権
範
囲
内
の
主
体
論
を
以
て
君
主
を
統
治
権
の
主
体
、
臣
民
を
統
治
権
の
客
体
と
見
做
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方

は
、「
主
客
体
は
平
等
相
対
の
名
詞
で
あ
り
、
上
下
優
劣
の
意
義
を
持
た
な
い
」
と
い
う
命
題
を
無
視
し
て
い
る
。
も
し
、
臣
民
を
客
体

と
見
做
せ
ば
、「
臣
民
を
君
主
と
対
立
さ
せ
る（（6
（

」
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
結
果
に
な
る
。
同
時
に
国
権
主
体
理
論
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
君
位

継
承
は
国
権
主
体
の
継
続
で
あ
る
。
自
然
人
に
は
生
死
が
あ
る
が
、
国
権
主
体
は
「
一
日
さ
え
も
消
滅
し
な
い
」。
故
に
、「
先
帝
が
逝
去
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す
る
時
に
、
皇
太
子
は
途
切
れ
な
く
当
然
に
国
権
主
体
に
な
る
」。
一
部
分
の
学
者
は
帝
位
に
つ
く
儀
式
を
皇
位
継
承
の
要
件
の
一
つ
と

見
做
し
た
が
、
そ
れ
は
「
根
本
を
捨
て
て
末
を
追
う
事
で
、
国
権
主
体
の
本
旨
を
失
っ
て
い
る
」
と
、
保
は
批
評
し
た
。

　

最
後
に
、
前
述
し
た
保
の
国
権
総
論
と
国
権
主
体
の
原
理
に
基
づ
き
、
保
が
定
義
し
た
国
権
機
関
、
国
権
作
用
と
国
権
基
礎
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
国
権
主
体
と
い
か
な
る
関
係
の
も
と
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

国
権
機
関
に
つ
い
て
、
保
は
次
に
示
す
五
点（（6
（

を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
国
権
機
関
は
民
衆
の
精
神
に
お
い
て
存
在
す
る
。
第
二
に
、

国
権
機
関
は
権
力
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。
第
三
に
、
国
権
機
関
は
知
覚
を
有
し
活
動
で
き
る
。
第
四
に
、
国
権
機
関
は
公
法
上
の
人
格
を

有
す
る
自
然
人
か
ら
な
る
。
そ
し
て
第
五
に
、
国
権
機
関
は
公
法
上
の
人
格
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
自
然
人
の
意
思
や
体
力
等
に
よ
っ
て

作
用
を
発
揮
す
る
。
例
え
ば
清
国
の
国
民
が
学
部
（
清
国
の
文
部
省
）
の
命
令
を
遵
奉
し
た
が
、
国
民
が
遵
奉
し
た
の
は
学
部
に
あ
る
人

の
命
令
で
は
な
く
、
学
部
庁
舎
の
命
令
で
も
な
い
。
学
部
が
学
部
と
見
做
さ
れ
る
原
因
は
、
民
衆
の
精
神
上
に
学
部
と
い
う
機
関
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。
他
の
機
関
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
機
関
も
一
つ
の
有
機
体
で
あ
る
た
め
に
、
必
ず
先
に
知
覚
（
状
況
の
把
握
や
計
画

の
立
案
等
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
行
動
（
職
員
の
派
遣
・
執
行
）
が
あ
る
。
ま
た
、
公
法
上
の
人
格
組
織
は
公
法
人
で
あ
り
、
即
ち
「
国

権
機
関
」
で
あ
る
。
一
方
、
私
法
上
の
人
格
組
織
は
私
法
人
で
あ
り
、「
普
通
機
関
」
で
あ
る
。
私
法
人
格
は
出
生
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
公
法
人
格
は
国
権
主
体
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
公
法
人
格
は
公
法
に
よ
っ
て

擬
制
さ
れ
た
も
の
と
説
明
で
き
る
。
保
に
よ
る
と
、
例
え
ば
日
本
の
大
蔵
大
臣
は
公
法
人
格
で
あ
る
が
、
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
桂
太
郎
は

自
然
人
で
あ
る
。
大
蔵
大
臣
と
し
て
の
桂
太
郎
は
、
国
権
主
体
と
し
て
の
天
皇
か
ら
権
限
を
受
け
て
、
国
権
機
関
と
し
て
の
大
蔵
省
を
率

い
て
職
責
を
遂
行
す
る
（
国
権
機
関
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
表
3
を
参
照
）。

　

国
権
作
用
に
つ
い
て
は
、「
国
は
先
に
主
体
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
機
関
が
あ
る
。
機
関
が
あ
っ
て
初
め
て
、
作
用
が
あ
る（（6
（

」
と
保
は

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
権
作
用
は
国
家
権
力
を
運
用
す
る
手
段
で
あ
る
。
君
主
は
国
家
権
力
を
行
使
す
る
権
力
に
よ
っ
て
敬
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
国
家
機
関
は
国
家
権
力
を
行
使
す
る
権
力
を
以
て
存
続
し
続
け
る
。
君
主
が
尊
重
さ
れ
れ
ば
根
本
が
強
く
な
り
、
機
関
が
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存
続
す
れ
ば
政
治
命
令
が
順
調
に
遂
行
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
君
主
の
直
接
作
用
（
君
主
に
よ
る
行
為
─
筆
者
）
と
機
関
の
間
接
作
用
（
君

主
が
機
関
を
通
じ
て
行
う
行
為
─
筆
者
）
は
広
義
の
国
権
作
用
に
な
り
、
君
主
と
各
機
関
の
各
自
の
作
用
は
狭
義
の
国
権
作
用
に
な
る
。
こ

の
他
に
、
国
権
作
用
の
目
的
は
「
国
勢
を
強
め
て
、
民
衆
の
幸
福
を
増
進
す
る（（6
（

」
こ
と
に
あ
り
、
国
権
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
憲

法
で
国
権
作
用
を
明
確
に
規
定
し
て
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
権
基
礎
と
は
、
君
主
の
権
力
を
臣
民
と
領
土
の
集
合
を
意
味
す
る
保
の
概
念
で
あ
る
。
即
ち
、「
国
権
に
と
っ
て
臣
民
と
領

土
は
、
水
と
源
泉
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る（（6
（

」。
君
主
が
臣
民
と
領
土
に
あ
る
固
有
権
力
を
集
中
し
て
そ
れ
を
操
縦
す
る
が
故
に
、
君
主
は

国
権
主
体
で
あ
り
、
臣
民
と
領
土
は
国
権
の
基
礎
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
憲
法
は
国
権
に
よ
っ
て
成
立
し
、
国
権
は
領
土
と
臣
民
を
基

礎
と
す
る
の
で
、「
基
礎
は
憲
法
を
以
て
強
固
に
な
り
、
憲
法
は
基
礎
を
以
て
発
達
す
る
」。
つ
ま
り
、「
憲
法
は
国
権
主
体
及
び
機
関
を

規
定
し
た
が
、
国
権
主
体
及
び
諸
機
関
が
設
置
さ
れ
た
理
由
は
、
領
土
と
臣
民
が
存
在
す
る（（7
（

」
か
ら
な
の
で
あ
る
。

㈢　

国
権
憲
法
学
の
特
徴

　

上
述
の
国
権
憲
法
学
の
構
成
か
ら
は
、
そ
の
特
徴
が
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　

第
一
に
、
国
家
有
機
体
説
を
礎
と
し
た
国
権
統
一
の
主
張
の
下
に
、
統
治
権
主
・
客
体
論
に
反
対
し
て
い
る
。
保
に
よ
る
と
、
土
地
と

人
民
と
国
権
主
体
（
即
ち
君
主
）
が
共
に
国
家
を
構
成
し
た
。
君
主
は
国
家
の
外
に
在
ら
ず
、
土
地
と
人
民
も
君
主
の
統
治
目
的
物
で
は

な
い
。
故
に
、
穂
積
ら
が
唱
え
た
、
君
主
を
統
治
権
の
主
体
と
し
、
人
民
を
統
治
権
の
客
体
と
す
る
考
え
は
、「
意
識
し
な
い
ま
ま
に
国

家
を
併
存
し
て
い
る
主
客
二
部
に
分
け
」
る
こ
と
で
あ
る
と
保
は
批
判
的
に
捉
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筧
克
彦
や
美
濃
部
達
吉
ら
が
唱

え
た
「
国
家
法
人
説
」
は
「
深
い
忠
君
愛
国
の
意
を
有
す
る
故
に
、
清
国
の
実
情
に
応
じ
て
そ
れ
を
上
手
く
導
け
れ
ば
、
必
ず
清
国
国
民

の
思
想
に
多
大
な
有
益
な
教
え
を
与
え
る
」
と
、
保
は
評
価
す
る
。

　

第
二
に
、
主
権
と
統
治
権
は
国
権
の
対
外
と
対
内
の
表
現
で
あ
り
、
両
者
は
混
同
で
き
な
い
旨
を
主
張
し
た
。
明
治
日
本
の
憲
法
学
で
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は
、
主
権
と
統
治
権
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
た
。
統
治
権
は
学
理
の
他
に
、
国
民
の
精
神
を
統
合
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
も
含
ま
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
保
の
学
説
に
お
い
て
、
主
権
と
統
治
権
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
外
と
対
内
の
最
高
権
と
な
り
、
両
概
念
の
分
離
が
実
現
し
た
。

保
は
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
例
と
し
て
、
両
者
を
混
同
す
る
弊
害
を
説
明
し
た
。
即
ち
、
一
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
内

乱
に
伴
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
次
第
に
国
王
の
権
力
に
服
従
し
始
め
て
、
列
国
も
次
第
に
ロ
ー
マ
か
ら
独
立
し
た
。
た
だ
し
、
諸
国
の

中
に
は
未
だ
諸
侯
と
国
王
と
の
対
立
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
際
に
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
が
自
治
権
を
有
す
る
諸
侯
で
は
な
く
国
王
に
あ
る
と

主
張
し
た
。
た
だ
し
、
諸
侯
は
主
権
を
持
っ
て
い
な
い
国
内
の
自
治
団
体
な
の
で
、
諸
侯
が
僭
越
し
た
の
は
主
権
で
は
な
く
統
治
権
で
あ

る
。
そ
の
後
、
ル
ソ
ー
も
ま
た
国
民
主
権
説
を
唱
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
界
に
大
混
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
の
混
乱
の
根
本
的
な
原
因
は
、

国
権
を
構
成
す
る
対
外
的
な
主
権
と
対
内
的
な
統
治
権
を
混
同
し
た
点
に
あ
る
と
保
は
述
べ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
君
主
は
国
権
主
体
で
あ
り
、
国
権
機
関
で
は
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
の
独
創
的
な
見
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
周
知
の
通
り
、
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
に
よ
る
と
、
統
治
権
は
法
人
と
し
て
の
国
家
に
属
し
、
天
皇
は
そ
の
よ
う
な
国
家
の

最
高
機
関
即
ち
主
権
者
と
し
て
、
国
家
の
最
高
意
思
決
定
権
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
保
は
、
天
皇
機
関
説
に
よ
れ
ば
国
権
の
一

部
を
執
行
す
る
共
和
国
の
大
統
領
の
地
位
を
説
明
で
き
る
が
、
君
主
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
君
主
は
国
権
作

用
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
権
機
関
で
は
な
く
、
固
有
権
力
を
持
つ
国
権
主
体
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
国
家
成
立
の
要
素
で
は
な
い
大

統
領
と
は
異
な
り
、
君
主
は
国
家
が
成
立
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
機
関
で
は
な
く
国
権
主
体
と
し
て
見
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。

　

第
四
に
、
国
権
主
体
と
国
権
機
関
、
国
権
作
用
、
国
権
基
礎
と
の
弁
証
法
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
は
、
前
節
で
見
た
通

り
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
保
は
議
論
の
中
で
、
明
治
憲
法
が
定
め
た
制
度
の
不
完
全
を
指
摘
し
た
。
内
閣
を
め
ぐ
る
議
論
は
そ
の
一
つ
の
代
表
例
で
あ

る
の
で
、
以
下
、
説
明
を
行
う
。
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保
か
ら
見
る
と
、
各
国
は
全
て
内
閣
を
憲
法
上
の
機
関
と
見
做
し
て
い
る
が
、「
唯
日
本
は
憲
法
で
内
閣
を
組
織
す
る
国
務
大
臣
だ
け

を
規
定
し
、
内
閣
制
度
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い（（7
（

」
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
当
時
日
本
の
憲
法
学
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
大
臣
が
独
立
の

個
体
と
し
て
天
皇
を
輔
弼
す
る
の
は
原
則
で
あ
り
、
内
閣
全
員
に
よ
る
合
議
は
例
外
で
あ
る
。
そ
の
た
め
日
本
は
内
閣
を
憲
法
上
の
機
関

と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
関
わ
る
事
項
は
官
制
問
題
に
属
す
べ
き
で
あ
る（（7
（

」
と
解
釈
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
日
本
の
内
閣
制
度

の
不
完
全
を
表
し
て
い
る
と
、
保
は
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
憲
法
学
が
内
閣
と
政
府
の
関
係
を
解
釈
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
保
は
さ
ら
に
議
論
を
加
え
た（（7
（

。
例
え
ば
清
水
澄
が

唱
え
た
「
政
府
は
勅
命
を
奉
っ
て
天
皇
大
権
の
作
用
を
執
行
す
る
国
務
大
臣
で
あ
る
」
と
し
た
の
に
対
し
て
、
保
は
自
ら
の
国
権
理
論
を

掲
げ
、「
国
務
大
臣
は
、
内
閣
を
組
織
す
る
公
法
人
格
で
あ
る
。
政
府
は
、
国
権
の
機
関
で
あ
る
。
国
務
大
臣
を
政
府
と
看
做
す
の
は
、

公
法
人
格
を
国
権
機
関
と
認
め
る
事
と
同
じ
で
あ
る
。
公
法
人
格
は
機
関
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
、
機
関
の
中
に
あ
る
公
法
人
格
を
無
理

に
政
府
と
看
做
す
の
は
誤
謬
で
あ
る
と
言
え
よ
う
」
と
、
反
論
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
副
島
義
一
が
述
べ
た
「
一
人
の
国
務
大
臣
は
政
府

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
数
人
の
国
務
大
臣
も
政
府
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
保
は
「
こ
れ
は
国
務
大
臣

を
間
違
っ
て
政
府
と
看
做
す
誤
説
で
あ
る
。
副
島
の
説
に
従
え
ば
、
一
国
の
中
に
数
人
の
国
務
大
臣
が
い
れ
ば
、
そ
の
国
は
数
個
の
政
府

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
副
島
を
論
駁
し
た
。
清
水
、
副
島
ら
の
論
を
批
判
し
た
上
で
、
保
は
「
内
閣
と
政
府
は
と
も
に
中

央
の
最
高
国
権
機
関
で
あ
る
」
と
解
し
、「
唯
性
質
、
組
織
、
権
限
上
に
そ
れ
ぞ
れ
に
相
違
点
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
内
閣
は
政
府

で
は
な
い
し
、
政
府
も
内
閣
を
含
ま
な
い
。
歴
史
沿
革
上
の
理
由
と
実
務
上
の
便
利
の
た
め
、
両
機
関
が
同
時
に
存
在
し
て
も
互
い
に
矛

盾
し
な
い
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、
①
内
閣
は
憲
法
上
の
機
関
に
属
し
、
そ
の
権
限
は
全
て
憲
法
に
よ
っ
て
定
ま
る
が
、
政
府
の
方
は
異
な

る
。
②
政
府
は
主
に
公
の
立
法
、
司
法
、
行
政
な
ど
の
事
項
を
処
理
す
る
が
、
内
閣
は
主
に
君
主
を
輔
弼
し
、
機
密
事
項
を
処
理
す
る
場

合
が
多
い
。
③
内
閣
は
公
法
人
格
（
＝
国
務
大
臣
）
か
ら
成
る
合
議
制
を
用
い
る
国
権
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
府
は
各
行
政
機
関

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
集
合
体
と
し
て
の
国
権
機
関
で
あ
る
。
④
内
閣
は
総
理
大
臣
を
指
導
者
と
す
る
が
、
政
府
の
中
に
あ
る
諸
期
間
は
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平
等
な
地
位
を
占
め
る
。
⑤
連
帯
と
副
署
は
国
務
大
臣
と
し
て
の
職
責
だ
が
、
政
府
各
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
責
任
を
負
い
、
連

帯
と
副
署
の
義
務
は
負
わ
な
い
。

　

第
六
に
、
憲
法
学
の
理
論
と
憲
政
制
度
の
整
備
と
の
結
び
つ
き
は
『
憲
法
論
』
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。『
憲
法
論
』
が
著
さ
れ
た
当

時
、
清
国
政
府
は
公
式
に
憲
法
典
を
公
布
し
な
か
っ
た
た
め
、
制
度
上
の
設
計
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
鑑
み
て
、

保
は
自
ら
憲
法
学
で
一
般
問
題
を
解
明
す
る
と
同
時
に
、
当
時
に
お
け
る
中
国
の
実
際
の
状
況
を
よ
く
配
慮
し
た
上
で
憲
政
制
度
の
整
備

が
直
面
し
て
い
た
問
題
に
つ
い
踏
み
込
ん
で
解
明
し
た
。
例
え
ば
、
被
選
挙
権
に
関
わ
る
規
定
は
「
我
が
国
が
持
つ
昔
か
ら
の
地
方
籍

（
＝
本
籍
）
を
基
準
と
す
べ
き（（7
（

」
と
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
選
挙
区
の
画
定
を
論
ず
る
時
に
、
保
は
当
時
中
国
の
教
育
が
ま
だ
普
及
さ
れ
て

い
な
い
現
実
を
見
て
、
欧
米
諸
国
が
執
行
し
て
い
た
人
口
比
例
を
基
準
と
せ
ず
、「
各
省
の
（
高
等
教
育
に
─
筆
者
）
進
学
の
額
と
水
路
で

（
中
央
政
府
に
─
筆
者
）
輸
送
す
る
食
糧
の
数
を
参
酌
し
て
選
挙
区
と
議
員
数
の
多
寡
を
決
め
る
べ
き（（7
（

」
だ
と
論
じ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

保
の
選
挙
権
と
選
挙
区
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
主
張
に
は
、
当
時
だ
け
で
な
く
今
日
の
中
国
の
憲
政
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
も
啓
発
的
な
意

義
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

㈣　

保
廷
樑
の
憲
法
学
者
育
成
論

　

上
記
の
六
つ
の
特
徴
の
他
に
、
保
は
初
め
て
彼
の
憲
法
学
体
系
に
憲
法
学
者
の
育
成
に
関
す
る
一
節
を
書
い
た
。
後
継
者
の
育
成
は
理

論
の
存
続
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
理
解
の
下
に
、
本
章
の
最
後
に
、
保
廷
樑
自
身
の
研
究
歴
と
彼
が
唱
え
た
法
学
者
と
し
て

の
基
本
的
な
素
養
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　

保
は
『
憲
法
論
』
の
序
文
で
、
日
本
に
来
て
既
に
七
年
に
な
る
と
し
、
来
日
し
た
ば
か
り
の
頃
、「
講
師
が
是
と
す
る
も
の
を
是
と
し
、

講
師
が
非
と
す
る
も
の
を
非
と
す
る
状
態
で
、
初
め
は
自
分
の
見
解
を
全
く
持
て
な
か
っ
た（（7
（

」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
勉
強
が
進
む
に
つ

れ
て
、「
同
一
学
問
分
野
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
一
方
は
是
と
し
て
他
方
は
否
と
す
る
二
つ
の
論
著
を
相
互
に
参
照
す
る
こ
と
と
な
り
、
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初
め
て
疑
問
を
抱
く
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
何
故
他
律
が
生
じ
る
の
か
、
そ
の
所
以
は
、
日
本
人
学
者
に
よ
る
解
説
を
読
ん
で
も

理
解
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
著
者
の
見
解
を
中
心
に
学
ん
だ（（7
（

」。
そ
の
後
、
更
に
深
く
掘
り
下
げ
て
勉
強
す
る
と
、
保
は

つ
い
に
「
法
の
条
文
は
定
ま
っ
て
い
る
が
、
法
の
解
釈
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
も
の
を
扱
う

の
は
、
際
限
な
い
こ
と（（7
（

」
を
悟
っ
た
。
従
っ
て
保
は
、「
法
律
の
本
は
大
量
に
あ
る
が
、
主
義
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
、
体
系
の
違

い
に
よ
り
詳
し
さ
の
程
度
は
異
な
り
、
学
派
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
が
守
ら
れ
、
異
な
る
見
識
は
自
由
に
取
り
入
れ
た
り
捨
て
た
り

で
き
る
。
そ
の
中
に
、
法
理
を
詳
細
に
書
い
て
事
実
を
省
略
す
る
本
、
事
実
に
合
致
し
法
理
に
背
く
本
、
解
釈
に
偏
っ
て
議
論
が
全
く
な

い
本
、
論
駁
に
夢
中
に
な
っ
て
そ
の
本
旨
が
な
い
本
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
資
料
か
ら
広
く
引
用
し
て
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ

と
し
ゃ
べ
る
学
者
が
お
り
、
新
し
い
主
張
を
唱
え
異
な
る
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
以
て
満
足
す
る
学
者
も
お
り
、
内
容
が
雑
然
と
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
更
に
戸
惑
い
、
ま
る
で
五
里
霧
中
で
東
西
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
る
で
洋
々
た
る
大
海
を
泳

い
で
そ
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
だ（（7
（

」
と
の
考
え
を
抱
く
に
至
っ
た
と
い
う
。
そ
の
根
本
は
、「
法
は
一
国
の
私
で

あ
る
の
に
対
し
て
理
は
世
界
中
に
あ
る
公
で
あ
る
ゆ
え
に
、
も
し
自
ら
の
学
説
の
中
に
柱
が
な
け
れ
ば
必
ず
他
の
学
説
に
縛
ら
れ
て
、
非

常
に
困
却
す
る
窮
地
に
陥
る（（8
（

」
か
ら
だ
と
保
は
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
に
鑑
み
て
、
保
は
韓
昌
黎
の
言
葉
、
つ
ま
り
「
草
や
木
の
根
が
茂
れ
ば
、
そ
の
実
は
必
ず
多
く
大
き
く
な
る
。
動
物
の
体
の

内
に
あ
る
油
が
十
分
な
ら
ば
、
そ
の
皮
は
必
ず
艶
を
出
す
。
自
ら
仁
義
を
躬
行
す
る
人
な
ら
ば
、
そ
の
人
の
言
葉
は
必
ず
正
し
く
て
素
直

で
あ
る（（8
（

」
を
引
用
し
て
、「
道
は
本
体
で
あ
り
、
法
は
作
用
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仁
義
を
捨
て
て
道
を
語
る
の
は
不
可
で
あ
る
。
仁
義
の

心
な
し
に
法
を
語
れ
ば
、
残
酷
な
も
の
に
な
り
、
そ
の
害
毒
が
世
の
中
に
及
ば
な
い
も
の
は
な
い（（8
（

」
と
主
張
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
及
び

法
律
を
研
究
す
る
学
者
は
、「
い
か
な
る
時
で
も
昔
の
先
哲
が
著
し
た
経
典
を
恭
し
く
学
ん
で
、
真
剣
に
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（8
（

」

の
で
あ
る
。
も
し
法
律
学
者
が
こ
の
水
準
を
自
己
に
要
求
す
れ
ば
、「
先
哲
の
経
典
が
分
か
れ
ば
、
根
は
自
然
に
繁
茂
し
、
養
分
と
し
て

の
油
も
自
然
に
肥
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
に
依
り
立
法
す
れ
ば
、
必
ず
善
の
法
に
な
る
。
こ
れ
に
依
り
、
法
を
司
る
な
ら
ば
、
法
は
必
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ず
公
平
に
な
る
。
こ
れ
に
依
り
法
学
を
研
究
す
れ
ば
、
必
ず
古
典
籍
か
ら
の
語
句
や
典
故
を
自
ら
の
依
拠
と
し
、
豊
か
な
諸
子
百
家
の
言

葉
を
引
用
し
て
自
説
を
完
備
す
る
。
従
っ
て
そ
の
人
の
学
術
理
論
は
華
と
実
を
兼
ね
備
え
る
」
と
、
保
は
確
信
す
る
。

　

要
す
る
に
、
保
は
こ
こ
で
東
洋
式
の
憲
法
学
者
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、「
先
哲
の
経
典
を
熟
読
し
て
、
文
学
の
芸
術
に
精
通
し
て
こ

そ
、
法
律
に
秀
で
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る（（8
（

」
と
の
信
念
に
立
つ
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
憲
法
学
者
は
も
と
よ
り
、

お
よ
そ
法
学
者
は
、
必
ず
東
洋
の
伝
統
典
籍
と
西
洋
の
法
律
理
論
を
同
時
に
身
に
つ
け
て
、
東
洋
社
会
の
歴
史
と
現
実
に
立
脚
し
た
上
で
、

「
国
情
を
察
し
て
そ
の
需
要
に
応
じ
、
条
文
を
掲
げ
て
自
ら
の
主
張
を
証
明
」
し
て
、
初
め
て
歴
史
的
に
検
証
さ
れ
る
憲
法
理
論
書
を
著

す
こ
と
が
で
き
る
、
と
保
は
述
べ
て
い
る
。

三　

憲
法
草
案
に
見
る
憲
法
学
─
─
張
伯
烈
と
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』

　

保
の
よ
う
な
自
ら
憲
法
理
論
を
構
築
し
て
憲
法
学
著
作
を
書
く
知
識
人
の
他
に
、「
予
備
立
憲
上
諭
」
と
「
欽
定
憲
法
大
綱
」
を
参
照

し
て
憲
法
草
案
を
起
草
す
る
学
者
も
い
た
。
日
本
に
留
学
し
た
張
伯
烈
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
各
条
文
に
解
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
『
仮
定

中
国
憲
法
草
案
（
以
下
、『
草
案
』）』
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
本
部
分
は
、
張
草
案
及
び
学
理
解
釈
の
中
に
現
れ
た
彼
の
憲
法
学
理
論
を
整

理
し
て
、
そ
の
理
論
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

㈠　

張
伯
烈
と
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
構
成

　

張
伯
烈（（8
（

は
一
八
八
六
年
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
四
年
に
日
本
に
赴
い
て
法
律
を
研
究
し
（
学
ん
だ
機
関
、
学
校
等
は
不
明
で
あ
る
─
筆
者
）、

東
京
で
湖
北
地
方
自
治
研
究
会
を
創
設
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
帰
国
後
に
、
粵
漢
川
鉄
道
会
社
の
総
経
理
を
務
め
た
。
翌
年
再
び
訪
日
し

て
法
律
と
政
治
を
学
ん
だ
。
一
九
〇
九
年
に
帰
国
し
、
留
日
学
生
代
表
と
し
て
清
国
政
府
に
鉄
道
権
益
に
関
す
る
請
願
を
行
っ
た
。
翌
年
、
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河
南
省
提
学
使
に
昇
任
。
一
九
一
一
年
に
辛
亥
革
命
に
参
加
し
て
、
南
京
臨
時

参
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。
一
九
一
七
年
以
降
に
護
法
軍
政
府
秘
書
や
衆
議
院

議
員
等
を
歴
任
し
て
、
一
九
二
三
年
よ
り
天
津
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
始
め

た
。
一
九
三
四
年
に
病
没
し
た
。

　

彼
の
『
草
案（（8
（

』
は
一
九
〇
九
年
元
旦
に
起
草
さ
れ
た
。
当
時
、
彼
は
東
京
で

法
学
と
政
治
学
を
勉
強
し
て
い
た
。
貧
窮
し
衰
微
す
る
状
態
を
克
服
す
る
た
め

に
中
国
は
「
速
や
か
な
立
憲
政
治
の
実
現
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（8
（

」
が
、

清
国
朝
廷
は
「
あ
れ
こ
れ
気
兼
ね
し
て
、
泰
然
自
若
に
実
行
で
き
な
い
」
状
態

で
あ
り
、
立
憲
派
は
「
欲
望
が
あ
っ
て
、
朝
廷
の
先
に
憲
法
成
立
の
事
を
実
行

で
き
」
ず
、
革
命
派
は
「
急
進
で
、
立
憲
の
緩
急
を
把
握
で
き
な
い（（8
（

」
レ
ベ
ル

で
あ
る
か
ら
、
張
は
中
国
社
会
に
対
す
る
責
任
感
を
抱
き
、「
戦
々
恐
々
と
し

て
中
国
の
憲
法
草
案
を
立
案
し（（8
（

」
て
、「
局
中
者
の
参
考
に
資
す
る（（9
（

」
べ
く

『
草
案
』
を
完
成
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

管
見
の
限
り
で
は
、『
草
案
』
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
極
め
て
少

な
く
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、「
近
代
中
国
に
お
け
る
住
宅
の
不
可
侵
権
に
つ
い

て
（
（9
（

」
と
題
す
る
論
文
の
中
に
、
僅
か
に
一
言
で
張
草
案
の
不
可
侵
権
に
関
す
る

規
定
が
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
止
ま
る
。
本
稿
は
、
表
4
と
し
て
ま
と
め

た
『
草
案
』
の
構
成
を
手
掛
か
り
と
し
つ
つ
、『
草
案
』
条
文
及
び
そ
れ
ぞ
れ

の
法
理
の
説
明
を
通
じ
て
張
の
憲
法
学
理
論
体
系
を
整
理
し
て
、
そ
の
幾
つ
か

第一章 皇帝与人民之關系 第一至第三條
第二章 皇帝大権 第四至第十九條
第三章 摂攝政与監国 第二十至第二十三條
第四章 国民権利義務 第二十四至第四十條
第五章 国会 第四十一條至第六十三條
第六章 相国及各部主任大臣与寺宦 第六十四條至第六十七條
第七章 司法 第六十八條至第七十二條
第八章 会計 第七十三條至第八十二條
第九章 通則 第八十三條至第八十五條

宜整潔容服以表大同 附條一
宜変通礼節以免繁文 附條二

表４　『草案』の各章構成

（本表は、『仮定中国憲法草案』の目次を筆者により整理したものである。）

001-050_01_呉_大学院論文集60号.indd   27 2020/06/16   19:20



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集60号（令和２年度）

� 28

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
図
2
は
筆
者
が
作
っ
た
『
草
案
』
に
お
け
る
大
権
、
主
権
、
統
治
権
の
関
係
図
で
あ
る
。

㈡�　
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
背
景
た
る
憲
法
学
体
系

　

第
一
に
、
大
権
、
主
権
、
統
治
権
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

張
は
ま
ず
、「
統
治
権
即
ち
主
権（（9
（

」
に
つ
い
て
、
主
権
は
対
外
的
、
統
治
権
は
対
内
的
な
性
質
を
持
つ
と
し
た
上
で
、
両
者
は
共
に
大

権
に
属
す
る
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
国
家
有
機
体
説
に
基
づ
き
、
日
本
の
大
権
は
形
式
的
に
天
皇
に
帰
属
す
る
が
、
実
際
は
君
民
共
有

（
君
主
が
議
会
の
協
賛
を
受
け
る
）
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
上
で
、
中
国
の
皇
帝
は
統
治
権
を
行
使
す
べ
き
だ
が
、
統
治
権
は
必
ず
憲

法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
し
、
さ
も
な
く
ば
、
統
治
権
で
は
な

く
専
制
権
に
な
る
虞
が
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
張
か
ら
見
る
と
、
清

国
の
「
欽
定
憲
法
大
綱
（
以
下
、『
大
綱
』）」
に
は
、
統
治
権
が
全
国
民
の

意
思
に
基
づ
い
た
統
治
権
で
あ
る
か
個
人
専
制
の
統
治
権
で
あ
る
か
に
つ

い
て
の
説
明
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
摂
政
が
「
皇
帝
の
名
を
以
て
大
権
を

行
使
」
で
き
る
が
、
そ
の
地
位
は
「
皇
帝
の
下
、
百
官
の
上
」
に
あ
り
、

「
摂
政
期
間
中
に
憲
法
を
変
更
で
き
な
い（（9
（

」
と
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
皇
帝
大
権
と
国
民
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

張
の
『
草
案
』
の
第
二
章
と
第
四
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
六
カ
条
に
亘
る

皇
帝
大
権
と
一
七
カ
条
に
及
ぶ
国
民
の
権
利
義
務
を
列
挙
し
た
。
表
5
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
憲
法
の
第
一
章
と
第
四
章
に
規
定
さ
れ
た
天

皇
大
権
、
臣
民
権
利
義
務
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

図２　『草案』の大権、統治権構造

皇帝
大 権

統治権
（対内）

主 権
（対外）

＝

国

会

相
国
大
臣

裁
判
所

各
部
大
臣

立法権 行政権 司法権

協
賛

輔
弼

副
署

皇
帝
の

法
律
に

従
う
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た
だ
し
、
張
は
国
務
大
臣
の
副
署
や
議
会
の
協
賛
な
ど
手
続
き
を
通
じ
て
皇
帝
大
権
の
行
使
に
制
限
を
加
え
た
（
例
え
ば
第
五
、
七
、
八
、

一
四
、
一
六
条
）。
一
方
で
、「
欽
定
憲
法
大
綱
」
に
対
す
る
多
く
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
法
律
の
公
布
施
行
は
議
院
に
よ
る
議

決
を
経
た
も
の
な
の
で
、
裁
可
も
情
理
に
適
う
。
憲
法
が
君
主
に
よ
る
裁
可
を
定
め
る
の
は
君
主
の
大
権
を
尊
重
す
る
た
め
で
あ
る
。

「
大
綱
」
は
こ
の
法
理
に
反
し
て
、
欽
定
の
形
で
法
律
を
公
布
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
議
会
の
協
賛
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
張
に
よ

る
と
、「
大
綱
」
の
中
に
あ
る
法
理
違
反
の
規
定
は
、
他
に
も
沢
山
あ
る
。
な
お
、
張
は
中
国
の
国
情
に
照
ら
し
て
皇
帝
大
権
と
国
民
の

権
利
義
務
の
内
容
を
補
足
も
し
て
い
る
。
特
に
、
第
一
九
条
で
「
皇
帝
は
祀
り
や
典
礼
を
主
宰
し
礼
楽
を
修
正
す
る
権
が
あ
る
」
を
定
め
、

国
体
に
関
わ
る
「
名
分
」
を
憲
法
の
形
で
定
着
さ
せ
た
。
ま
た
、
当
時
中
国
の
貨
幣
は
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
鑑
み
て
、
張
は

第
一
八
条
で
貨
幣
鋳
造
の
権
力
を
皇
帝
に
帰
し
た
。
な
お
、
国
民
権
利
義
務
の
章
の
第
二
五
条
で
、「
中
国
人
民
は
民
族
に
も
拘
ら
ず
同

じ
権
利
と
義
務
を
有
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
、
当
時
に
お
け
る
激
し
く
対
立
し
た
満
州
族
と
他
民
族
と
の
矛
盾
を
調
和
す
る
意
欲
を
示
し

て
い
る
。

　

第
三
に
、
国
会
に
関
す
る
張
の
理
論
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

国
会
は
「
立
法
権
を
有
し
て
皇
帝
を
協
賛
す
る
」
機
関
で
あ
る（（9
（

。
中
国
に
は
歴
史
上
「
階
級
の
差
別
と
貴
賤
の
分
別（（9
（

」
が
な
い
こ
と
に

鑑
み
、
張
は
貴
族
院
と
平
民
院
で
は
な
く
、
上
議
院
と
下
議
院
の
設
置
を
主
張
し
た
。
上
議
院
は
欽
選
議
員
と
各
省
の
間
接
選
挙
で
選
出

さ
れ
た
代
議
士
で
構
成
さ
れ
、
下
議
院
は
各
省
の
間
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
議
士
で
構
成
さ
れ
る
。
国
会
の
開
会
、
閉
会
、
停

会
、
議
案
審
理
等
に
関
す
る
諸
規
定
及
び
そ
の
法
理
は
、
ほ
ぼ
明
治
憲
法
第
三
章
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
相
国
大
臣
（
＝
国
務
大
臣
）
及
び
各
部
主
任
大
臣
と
宦
官
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　

相
国
大
臣
と
各
部
の
主
任
大
臣
は
明
治
日
本
の
国
務
大
臣
と
同
じ
よ
う
に
、「
皇
帝
を
輔
弼
し
て
政
治
事
務
を
担
当
す
る
」
機
関
で
あ

り
、「
全
て
の
法
律
と
国
務
勅
令
は
必
ず
相
国
大
臣
と
各
部
大
臣
の
捺
印
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（9
（

」。
た
だ
し
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
る

の
は
、
張
の
草
案
は
相
国
大
臣
が
「
不
適
切
だ
と
判
断
す
る
際
に
捺
印
を
拒
否
す
る
権
限（（9
（

」
と
「
皇
族
が
相
国
大
臣
を
担
任
で
き
な
い（（9
（

」
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仮定中国憲法草案 明治憲法
第二章　皇帝大権 第一章　天皇

第四条 皇帝は国の元首として憲法に従って
万機を「総握（＝掌握）」して統治権
を行う。

天皇ハ国ノ元首ニシテ統治権ヲ総攬シ
此ノ憲法ノ条規ニ依リ之ヲ行フ（第四
条）

第五条 皇位は近親の男系子孫から選んだ賢
い者によって継承される。ただし、
国会の協賛を得るべし。

皇位ハ皇室典範ノ定ムル所ニ依リ皇男
子孫之ヲ継承ス（第二条）

第六条 皇帝は立法権を掌握し、国会の協賛
を得て全ての法律を裁可して、勅令
を以てそれを公布する。

天皇ハ帝国議会ノ協賛ヲ以テ立法権ヲ
行フ（第五条）
天皇ハ法律ヲ裁可シ其ノ公布及執行ヲ
命ス（第六条）

第七条 皇帝は毎年定期的に国会を招集し、
開会、閉会、停会、解散の権限を持
つ。ただし国会を解散する時に必ず
相国大臣の同意を得るべし。

天皇ハ帝国議会ヲ召集シ其ノ開会閉会
停会及衆議院ノ解散ヲ命ス（第七条）

第八条 国会閉会期間中に皇帝は公共の安全
を保ち災害を避けるために緊急命令
で法律に代える事ができる。ただし
相国大臣の副署を得るべし。

天皇ハ公共ノ安全ヲ保持シ又ハ其ノ災
厄ヲ避クル為緊急ノ必要ニ由リ帝国議
会閉会ノ場合ニ於テ法律ニ代ルヘキ勅
令ヲ発ス（第八条）

第九条 前条の緊急命令は次期国会に提出す
べし。もし承認されなかったならば
命令は無効となる。

此ノ勅令ハ次ノ会期ニ於テ帝国議会ニ
提出スヘシ若議会ニ於テ承諾セサルト
キハ政府ハ将来ニ向テ其ノ効力ヲ失フ
コトヲ公布スヘシ（第八条二項）

第十条 皇帝は国家の発達を図り、臣民の幸
福を増進し、法律を執行するなどの
ために、直接に命令を発し、または
大臣を通じて命令を発する事ができ
るが、命令で法律に代えることはで
きない。

天皇ハ法律ヲ執行スル為ニ又ハ公共ノ
安寧秩序ヲ保持シ及臣民ノ幸福ヲ増進
スル為ニ必要ナル命令ヲ発シ又ハ発セ
シム但シ命令ヲ以テ法律ヲ変更スルコ
トヲ得ス（第九条）

第十一
条

皇帝は戦時において戒厳命令を発す
ることができるが、戒厳の内容は法
律によって定めるべし。

天皇ハ戒厳ヲ宣告ス（第一四条）
戒厳ノ要件及効力ハ法律ヲ以テ之ヲ
定ム（第一四条二項）

第十二
条

皇帝は官位を設け俸給を定めること
ができる。ただし国会の協賛を得る
べし。

天皇ハ行政各部ノ官制及文武官ノ俸
給ヲ定メ及文武官ヲ任免ス但シ此ノ
憲法又ハ他ノ法律ニ特例ヲ掲ケタル
モノハ各々其ノ条項ニ依ル（第一〇
条）

第十三
条

皇帝は憲法及び他の法律に依って文
武官吏を進退する権を有する。

表５　『草案』が掲げた皇帝大権と国民権利義務の明治憲法との対照
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第十四
条

皇帝は爵位、勲章及び全ての栄典を
授与する権を有する。ただし国費に
関わるものは国会の協賛を得るべし。

天皇ハ爵位勲章及其ノ他ノ栄典ヲ授
与ス（第一五条）

第十五
条

皇帝は大赦、特赦、刑罰を減免する
権を有する。

天皇ハ大赦特赦減刑及復権ヲ命ス
（第一六条）

第十六
条

皇帝は陸海軍を統率する権を有する。
ただしその編制と常備兵員の定額は
国会の同意を得るべし。

天皇ハ陸海軍ヲ統帥ス（第一一条）
天皇ハ陸海軍ノ編制及常備兵額ヲ定
ム（第一二条）

第十七
条

皇帝は開戦、講和及び条約締結の権
を有する。

天皇ハ戦ヲ宣シ和ヲ講シ及諸般ノ条
約ヲ締結ス（第一三条）

第十八
条

皇帝は貨幣を鋳造し度量衡を統一す
る権を有する。

第十九
条

皇帝は祀りや典礼を主宰し礼楽を改
正する権を有する。
第四章　国民権利義務 第二章　臣民権利義務

第二十
四条

法律によって中国の国籍を取得した
者は全て中国人民（原文のママ、以
下同）である。

日本臣民タル要件ハ法律ノ定ムル所
ニ依ル（第一八条）

第二十
五条

中国人民は満・漢・蒙・蔵・回・苗
諸族に拘らず同じ権利と義務を持つ。

第二十
六条

皇帝から人民に至るまで民族間に一
切の差別はない。

第二十
七条

中国人民は、法律の定める資格によ
って文武官職の任を拝し国務を職掌
する権利と、選挙・被選挙権を有す
る。

日本臣民ハ法律命令ノ定ムル所ノ資
格ニ応シ均ク文武官ニ任セラレ及其
ノ他ノ公務ニ就クコトヲ得（第一九
条）

第二十
八条

中国臣民（原文のママ）は皇帝に対し
て臣または民を自称する。

第二十
九条

中国人民は、法律に依って兵士とな
り国家を衛る義務を有する。

日本臣民ハ法律ノ定ムル所ニ従ヒ兵
役ノ義務ヲ有ス（第二〇条）

第三十
条

中国人民は、法律に依って税金を完
納する義務を有する。

日本臣民ハ法律ノ定ムル所ニ従ヒ納
税ノ義務ヲ有ス（第二一条）

第三十
一条

中国人民は、法律に依って住居を遷
移する自由を有する。

日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ居住
及移転ノ自由ヲ有ス（第二二条）

第三十
二条

中国人民は、法律に違反しなければ、
絶対に逮捕、監禁、審問、処罰を受
けない自由を有する。

日本臣民ハ法律ニ依ルニ非スシテ逮
捕監禁審問処罰ヲ受クルコトナシ
（第二三条）
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第三十
三条

中国人民は、法律の定めるところに
よって、裁判官の裁判を受けること
を請求する権を有する

日本臣民ハ法律ニ定メタル裁判官ノ
裁判ヲ受クルノ権ヲ奪ハルヽコトナ
シ（第二四条）

第三十
四条

中国人民は、法律による制限を除け
ば、自らの許諾なしに家宅の他人の
侵入及び捜索を拒否する権利を有す
る。

日本臣民ハ法律ニ定メタル場合ヲ除
ク外其ノ許諾ナクシテ住所ニ侵入セ
ラレ及捜索セラルヽコトナシ（第二
五条）

第三十
五条

中国臣民は、法律による制限を除け
ば、其の秘密書簡と、電報を他人に
開かれない自由を有する。

日本臣民ハ法律ニ定メタル場合ヲ除
ク外信書ノ秘密ヲ侵サルヽコトナシ
（第二六条）

第三十
六条

中国臣民は、法律の範囲内において
言論、著作、出版、集会、結社の自
由を有する。

日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ言論
著作印行集会及結社ノ自由ヲ有ス
（第二九条）

第三十
七条

中国臣民が持つ所有権の一切は、何
人も侵害できない。たとえ国家公務
上の場合であっても、法律の定めに
従って公平に処理すべし。

日本臣民ハ其ノ所有権ヲ侵サルヽコ
トナシ（第二七条）
公益ノ為必要ナル処分ハ法律ノ定ム
ル所ニ依ル（第二七条二項）

第三十
八条

中国臣民は、宗教を信ずる自由を有
する。ただし国家の安全秩序を害し、
臣民義務に反し、法律の範囲を超え
るものがその範囲外である。

日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民
タルノ義務ニ背カサル限ニ於テ信教
ノ自由ヲ有ス（第二八条）

第三十
九条

中国臣民は、法律に依って皇帝に請
願する自由を有する。

日本臣民ハ相当ノ敬礼ヲ守リ別ニ定
ムル所ノ規程ニ従ヒ請願ヲ為スコト
ヲ得（第三〇条）

第四十
条

戒厳時、本章が掲げる第三十一条、
三十三条、三十五条、三十七条は戒
厳命令に従うべし。

本章ニ掲ケタル条規ハ戦時又ハ国家
事変ノ場合ニ於テ天皇大権ノ施行ヲ
妨クルコトナシ（第三一条）

（本表は、『仮定中国憲法草案』に掲げた関連条文と『大日本帝国憲法』（東京新報社、明治22
年）を、筆者により作成したもの。）
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旨
を
規
定
し
た
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
西
洋
式
の
三
権
分
立
で
は
な
く
、
大
臣
に
よ
る
輔
弼
の
形
で
皇
帝
の
権
力
を
厳
し
く
制
限
し
よ

う
と
す
る
張
の
意
欲
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
張
は
、
歴
史
上
の
政
治
的
の
教
訓
を
記
し
、
宦
官
は
「
宮
中
事
務
に
専
務
し
国

事
に
干
渉
で
き
な
い
事（（9
（

」
を
『
草
案
』
に
明
示
的
に
規
定
し
た
。

　

第
五
に
、
司
法
に
関
す
る
張
の
主
張
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

司
法
権
は
「
皇
帝
の
裁
可
に
依
っ
て
裁
判
所
が
行
う（（10
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
第
一
か
ら
第
四
に
触
れ
た
所
と
は
異
な
り
、
司

法
に
関
す
る
部
分
で
は
、
張
は
明
治
憲
法
学
と
は
全
く
異
な
る
法
理
解
釈
を
示
し
た
。
即
ち
、
張
草
案
に
お
い
て
は
、
皇
帝
は
ま
ず
国
民

の
同
意
を
得
て
、
そ
の
後
に
司
法
権
を
裁
判
所
に
委
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
憲
法
的
法
廷
（
憲
法
の
法

廷
）」
と
称
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
憲
法
を
通
し
て
見
る
な
ら
ば
、
司
法
権
は
天
皇
の
名
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
裁
判
所
が
皇
帝
自
ら
の
権
力
を
守
る
た
め
の
機
関
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
、
君
主
大
権
を
守
る
見
地
か

ら
見
る
と
、
君
主
は
法
律
案
を
裁
可
し
な
い
自
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
は
「
法
律
的
法
廷
（
法

律
の
法
廷
）」
と
言
う
。
従
っ
て
、「
日
本
の
裁
判
所
は
ほ
ぼ
「
法
律
の
法
廷
」
に
属
す（（10
（

」
の
で
あ
る
と
、
張
は
述
べ
る
。
故
に
、
司
法
権

に
つ
い
て
は
、
張
は
「
憲
法
の
法
廷
」
に
賛
成
し
、
明
治
憲
法
と
異
な
る
法
理
解
釈
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

㈢　
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』
の
特
徴

　

前
節
の
よ
う
に
、
張
の
『
草
案
』
は
あ
る
程
度
に
明
治
憲
法
学
を
継
受
し
た
上
で
新
し
い
制
度
を
創
り
出
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
以
下

に
記
す
よ
う
に
、「
大
綱
」
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
て
、
彼
な
り
の
工
夫
を
加
え
た
部
分
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

第
一
に
、「
清
国
」
で
は
な
く
「
中
国
」
と
称
し
て
、「
大
綱
」
が
唱
え
た
「
万
世
一
系
、
永
永
尊
戴
」
に
対
し
て
論
駁
を
し
た
。「
大

綱
」
第
一
条
は
、
明
治
憲
法
を
模
倣
し
て
、「
万
世
一
系
の
大
清
皇
帝
が
大
清
帝
国
を
統
治
す
、
永
永
に
尊
戴
さ
れ
る
べ
し
」
と
規
定
し

た
が
、
張
に
よ
る
と
、「
万
世
一
系
」
は
日
本
特
有
の
も
の
な
の
で
、
清
国
が
そ
れ
を
借
り
て
皇
位
を
規
定
す
る
の
は
「
三
代
上
下
の
皇
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帝
が
そ
の
地
位
を
失
う
」
だ
け
で
な
く
、「
朝
廷
を
尊
重
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
逆
に
朝
廷
を
蔑
ろ
に
す
る（（10
（

」
結
果
と
な
り
、
こ
れ

を
「
纘
先
王
緒
、
垂
子
孫
統
（
先
代
の
皇
帝
の
統
治
を
引
き
継
い
た
皇
帝
の
子
孫
が
国
を
統
治
す
る
と
い
う
意
味
─
筆
者
）」
に
変
え
る
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
清
国
は
一
時
期
の
国
名
で
、「
中
国
」
と
い
う
用
語
は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
用
い
て
い
る
の
で
、
国
家
名
称
は
清

国
で
な
く
中
国
に
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
国
際
条
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
清
国
建
国
以
来
「
大
清
国
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
国
際

上
の
便
宜
の
た
め
に
、
中
国
で
は
な
く
清
国
を
用
い
る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

第
二
に
、『
草
案
』
は
、「
皇
帝
は
天
の
如
く
、
臣
民
は
皇
帝
に
対
し
て
罪
を
犯
さ
ず
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
明
治
憲
法
を
模
倣
し
た

「
大
綱
」
が
規
定
す
る
「
君
上
は
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず（（10
（

」
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
張
は
明
治
憲
法
第
三
条
の
解
説
に
お
い
て
、
末

岡
精
一
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
天
皇
の
神
聖
不
可
侵
は
日
本
固
有
の
神
の
統
治
の
事
実
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
欧
州
諸
国
の
歴
史
の

中
で
は
神
聖
は
特
に
意
味
は
な
く
、
不
可
侵
は
君
主
無
責
任
と
君
主
の
尊
厳
の
保
護
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
張
に
よ
る
と
、
中
国
の

場
合
、
皇
帝
を
称
揚
す
る
際
に
、
主
に
『
尚
書
・
大
禹
謨
』
に
あ
る
「
乃
聖
乃
神
乃
文
乃
武
」
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
。
も
し
「
神
と

聖
」
で
君
主
を
称
揚
す
れ
ば
、「
文
も
な
く
武
も
な
い
」
と
し
て
君
主
を
貶
し
め
る
虞
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
侵
」
も
君
主
を
敵
と
見
な
す

意
味
を
含
む
の
で
、
こ
の
言
葉
を
憲
法
に
載
せ
る
こ
と
は
君
主
自
ら
を
貶
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
故
に
、
張
は
中
国
伝
統
の
言
語
的
脈

絡
に
沿
っ
て
「
天
」
を
君
主
の
代
わ
り
と
す
る
こ
と
が
最
も
良
い
と
主
張
し
た
。

　

第
三
に
、「
摂
政
」
の
他
に
、
権
限
及
び
地
位
が
「
摂
政
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
「
監
国
」
が
『
草
案
』
に
は
設
け
ら
れ
て
い
る
、
明
治

憲
法
の
法
理
に
従
っ
て
、「
摂
政
」
は
君
主
が
未
成
年
の
時
、
ま
た
は
久
し
く
故
障
が
あ
る
時
に
皇
族
会
議
と
枢
密
顧
問
の
合
議
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
る
機
関
と
し
て
『
草
案
』
上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
張
は
、
所
謂
「
君
主
が
無
能
力
且
つ
有
故
障
」
の
時
に
摂
政

を
置
く
べ
き
だ
が
、
監
国
は
「
君
主
が
有
能
力
か
つ
故
障
が
あ
る
」
時
に
設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。
ま
た
、
摂
政
は
「
皇
族

及
び
大
臣
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
」、「
君
主
の
命
令
に
服
従
す
る
必
要
が
な
い
」
の
に
対
し
て
、
監
国
は
「
君
主
の
意
思
に
よ
っ
て
自
由
に

設
置
さ
れ
」、「
君
主
の
命
令
に
従
っ
て
行
動（（10
（

」
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
摂
政
は
「
一
人
に
限
っ
て
」、「
在
職
中
に
責
任
を
負
わ
な
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い
が
、
退
職
の
時
に
責
任
を
負
」
い
、
監
国
は
「
数
人
設
置
し
て
も
構
わ
」
ず
、「
在
職
中
で
あ
っ
て
も
責
任
を
負
う（（10
（

」
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、「
監
国
」
と
は
、
中
国
で
長
い
歴
史
を
有
し
、
ほ
と
ん
ど
の
皇
太
子
が
監
国
を
務
め
た
。
更
に
、
こ
の
『
草
案
』

を
起
草
し
た
際
に
、
清
国
朝
廷
で
一
名
の
「
監
国
摂
政
王
」
が
在
職
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
張
に
お
い
て
中
国
特
有
の
歴
史
や
伝
統

を
十
分
に
配
慮
す
る
た
め
に
、
規
定
を
設
け
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　

第
四
に
、『
草
案
』
本
文
の
他
に
「
憲
法
に
属
し
な
い
が
性
質
が
公
法
に
属
す
る（（10
（

」
二
つ
の
条
文
を
附
則
の
形
で
設
け
た
。
そ
の
一
つ

目
は
、「
大
同
（
国
家
も
階
級
も
な
く
、
人
々
が
平
等
で
自
由
な
理
想
社
会
─
筆
者
）
を
現
れ
る
た
め
に
服
を
清
潔
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

二
つ
目
は
、「
礼
節
を
変
通
し
て
繁
文
を
免
れ
る
事
」
で
あ
る
。
前
者
の
目
的
は
「
弁
髪
を
切
っ
て
服
装
を
変
え
」
て
、
容
貌
と
風
采
を

世
界
各
国
と
一
致
さ
せ
る
所
に
あ
る
。
張
は
、「
日
本
の
明
治
維
新
が
始
ま
っ
た
時
、
髪
と
服
を
変
え
る
命
令
を
下
し
て
（
中
略
）
三
十

年
で
勢
力
を
東
亜
に
広
め
、
威
光
を
世
界
に
広
め
た
。
そ
の
中
で
も
、
髪
と
服
の
様
式
の
変
更
は
重
要
な
措
置
で
あ
っ
た（（10
（

」
等
、
日
本
の

経
験
を
引
用
し
て
自
説
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
後
者
の
目
的
は
「
跪
拜
の
礼
（
ひ
ざ
ま
ず
い
て
頭
を
地
に
つ
け
る
礼
）」
の
廃
止
を
求
め
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
中
国
と
西
洋
の
礼
節
が
同
一
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
西
洋
人
が
中
国
で
中
国
伝
統
の
「
跪
拜
の
礼
」
を
し

な
け
れ
ば
、「
主
権
を
失
っ
て
、
国
体
を
喪
失
す
る（（10
（

」
た
め
に
、
張
は
「
跪
拜
の
礼
」
を
「
脫
帽
鞠
躬
の
礼
（
帽
子
を
脱
い
で
お
辞
儀
を
す
る

事
）」
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
た
。
張
に
よ
る
『
草
案
』
の
最
後
の
こ
の
二
つ
の
附
則
は
、
気
風
を
粛
正
し
て
、
憲
政
実
行
の
準

備
を
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
で
あ
っ
た
。
理
論
的
に
は
憲
法
に
追
加
す
べ
き
性
質
の
事
柄
で
は
な
い
が
、
張
は
旧
慣
を
捨
て
て
新
し

い
風
俗
を
打
ち
立
て
、
中
国
が
い
ち
早
く
国
際
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

辛
亥
革
命
以
降
の
君
主
制
憲
法
草
案
─
─
馬
吉
符
と
『
憲
法
管
見
』

　

辛
亥
革
命
に
よ
り
、
一
九
一
二
年
元
旦
に
共
和
制
の
中
華
民
国
が
発
足
し
た
。
中
華
民
国
初
期
に
、
中
国
の
民
間
に
お
い
て
は
数
え
き

001-050_01_呉_大学院論文集60号.indd   35 2020/06/16   19:20



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集60号（令和２年度）

� 36

れ
な
い
ほ
ど
の
憲
法
草
案
が
作
ら
れ
た
。
前
述
し
た
張
の
『
草
案
』
に
見
ら
れ
た
学
理
解
釈
が
、
そ
う
し
た
多
く
の
民
間
草
案
で
は
踏
ま

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
近
代
中
国
憲
法
学
の
痕
跡
を
考
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
馬
吉

符
が
書
い
た
憲
法
草
案
を
中
心
と
す
る
著
作
─
─
『
憲
法
管
見
（
以
下
、『
管
見（（10
（

』）』
を
近
代
中
国
憲
法
学
の
系
譜
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
と
し
て
看
做
す
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
主
に
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
馬
の
草
案
は
君
主
制
に
立
脚
す
る
も
の
で
、
中
華
民
国
の
発
足
後
か
ら
袁
世
凱
の
帝
位
に
就
く
前
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
且
つ
『
管
見
』
の
第
一
発
見
者
で
あ
る
崔
学
森（（11
（

の
考
証
に
よ
る
と
、『
管
見
』
の
起
草
は
、
楊
度
ら
の
籌
安
会（（11
（

及
び
袁
の
帝
政
実

行
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
の
『
管
見
』
は
国
体
が
共
和
制
に
変
わ
っ
た
後
、
共
和
制
草
案
が
数
多
く
作
ら
れ
る
中

で
珍
し
い
君
主
制
草
案
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、『
管
見
』
か
ら
は
袁
世
凱
の
帝
政
実
行
以
降
の
憲
法
構
想
及
び
そ
の
憲
法

学
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
管
見
』
は
他
の
草
案
に
は
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、『
管
見
』
は
中
華
民
国
期
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
基
本
構
成
は
依
然
と
し
て
明
治
憲
法
に
拠
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
崔
は
そ
れ
が
袁
の
「
復
辟
（
＝
帝
制
復
活
）」
の
為
の
も
の
で
あ
り
、
憲
政
の
潮
流

に
背
く
反
動
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
、『
管
見
』
を
厳
し
く
批
評（（11
（

し
た
。
た
だ
し
、
憲
法
制
定
史
と
憲
法
学
説
史
の
視
座
か
ら
『
管

見
』
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
明
治
憲
法
と
は
異
な
る
憲
法
法
理
を
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
以
下
、
本
稿
は
明
治
憲
法
学
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
同
時
に
君
主
制
と
共
和
制
の
制
度
的
な
特
徴
を
持
つ
『
管
見
』
を
考
察

し
、
起
草
者
で
あ
る
馬
に
お
け
る
憲
法
的
思
考
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

㈠　

馬
吉
符
と
『
憲
法
管
見
』
の
構
成

　

馬
吉
符
は
、
一
八
七
六
年
に
安
徽
省
懷
寧
に
生
ま
れ
た
。
安
慶
鳳
鳴
書
院
で
教
育
を
受
け
た
彼
は
独
学
で
英
語
と
日
本
語
を
学
ん
だ
。

一
五
歳
で
貢
生
と
な
り
、
二
五
歳
の
時
に
四
川
省
の
提
督
と
し
て
の
馬
維
騏
の
下
で
勤
め
始
め
た
。
翌
年
、
彼
は
馬
提
督
の
推
薦
を
得
て
、
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清
国
政
府
駐
チ
ベ
ッ
ト
大
臣
の
所
に
勤
め
始
め
た
。
馬
は
チ
ベ
ッ
ト
に
在
任
し
た
間
に
、「
積
極
的
に
チ
ベ
ッ
ト
の
政
治
・
経
済
社
会
を

発
展
さ
せ
る
一
方
、
国
際
法
を
用
い
て
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
列
強
諸
国
と
外
交
闘
争
を
行
い
、
チ
ベ
ッ
ト
の
主
権
を
守
る
た
め
に

重
大
な
貢
献
を
果
た
し
た（（11
（

」。
民
国
の
も
と
で
は
、
馬
は
蒙
藏
局
佥
事
な
ど
の
職
を
歴
任
し
て
、
一
九
一
九
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　
『
管
見
』
を
書
く
際
に
馬
は
先
ず
、「
君
主
と
民
主
は
、
固
よ
り
善
し
悪
し
が
な
い
。
一
国
の
国
情
に
適
合
す
る
こ
と
は
一
番
重
要
な
こ

と
で
あ
る（（11
（

」
と
唱
え
た
。
同
時
に
、
彼
は
ま
た
欧
米
の
学
説
に
没
頭
す
る
知
識
人
た
ち
に
「
国
際
の
情
勢
を
知
ら
ず
、
国
内
の
実
情
も
」

知
ら
ず
、
ま
さ
に
「
足
を
削
っ
て
靴
に
合
わ
せ
る
」
よ
う
で
あ
り
、「
自
殺
行
為
に
相
当
す
る（（11
（

」
と
批
判
し
た
。
馬
に
よ
る
と
、
清
国
政

府
は
「
偽
立
憲
」
の
せ
い
で
人
民
の
支
持
を
失
い
、
革
命
を
引
き
起
こ
し
た
。
た
だ
当
時
の
情
勢
に
迫
ら
れ
、
国
体
は
共
和
と
宣
言
さ
れ

た
。
し
か
し
、
中
華
民
国
が
成
立
し
て
か
ら
四
年
以
来
の
状
況
を
鑑
み
て
、「
暴
徒
は
全
国
に
お
い
て
混
乱
を
起
こ
さ
せ
、
外
交
は
厳
し

い
情
勢
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
所
謂
共
和
の
恩
恵
を
受
け
た
民
は
一
つ
さ
え
も
な
か
っ
た（（11
（

」
の
で
、
こ
の
調
子
で
い
け
ば
、「
中
国
は
古
代

イ
ン
ド
と
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
に
、
百
科
事
典
に
載
せ
ら
れ
る
一
つ
の
名
詞
に
な
る
恐
れ
が
あ
る（（11
（

」。
故
に
、
馬
は
「
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国

性
（
国
の
本
質
─
筆
者
）
と
国
情
（
国
の
状
況
─
筆
者
）
が
あ
る
。
国
性
と
国
情
の
間
に
そ
の
国
の
精
神
が
宿
る（（11
（

」
と
唱
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、

馬
は
民
国
初
年
の
混
乱
な
状
況
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、「
中
国
の
歴
史
及
び
民
衆
の
慣
習
か
ら
中
国
の
立
国
精
神
を
求
め（（11
（

」
た
結
果
、

「（
中
国
で
は
）
君
主
制
を
実
行
し
な
い
と
立
憲
で
き
な
い（（12
（

」
と
い
う
結
論
を
出
し
て
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
帝
政
を
主
張
し
、「
独
逸
と
日

本
の
憲
法
か
ら
多
く
の
啓
発
を
受
け
て
」、「
中
国
固
有
の
精
神
に
依
り
、
各
国
の
憲
法
を
参
照
し
た
上
で（（12
（

」、『
管
見
』
と
い
う
憲
法
草
案

を
作
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
表
6
は
明
治
憲
法
と
範
し
た
『
管
見
』
の
章
構
成
、
表
7
は
統
治
権
に
関
す
る
明
治
憲
法
条
文
と
の
対
比

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

表
5
と
表
6
を
見
る
と
、『
管
見
』
は
章
構
成
に
お
い
て
明
治
憲
法
を
模
倣
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
条
文
と
憲
法
法
理
体
系
の
構
築

は
明
治
憲
法
及
び
明
治
憲
法
学
と
は
明
ら
か
に
別
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
憲
法
学
の
視
座
で
『
管
見
』
に
現
れ
た
憲
法
理
論

体
系
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、『
管
見
』
の
主
権
と
統
治
権
と
の
関
係
を
示
し
た
図
3
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
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憲法管見 明治憲法
章 見出し 条文 章 見出し

第一章 総綱 第 1 - 2 条
第二章 大皇帝 第 3 -17条 第一章 天皇
第三章 帝国臣民 第18-32条 第二章 臣民権利義務
第四章 帝国議会（立法院、参政院） 第33-50条 第三章 帝国議会
第五章 行政 第51-55条 第四章 国務大臣及枢密顧問
第六章 司法 第56-60条 第五章 司法
第七章 会計 第61-70条 第六章 会計
第八章 付則 第72条 第七章 補則

表６　『管見』の章構成

（本表は、『憲法管見』と『大日本帝国憲法』（東京新報社、明治22年）を典拠とし、筆者により
作成したもの。）

憲法管見 明治憲法
帝国は万世不易の大皇帝により統治する
（第一条）

大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス
（第一条）

大皇帝は国の元首として憲法に依り統治
権を総覧する（第三条）

天皇ハ国ノ元首ニシテ統治権ヲ総攬シ此
ノ憲法ノ条規ニ依リ之ヲ行フ（第四条）

皇帝が未成年の時にまたは他の必要があ
る場合に摂政を置く（第五条）

摂政ヲ置クハ皇室典範ノ定ムル所ニ依ル
摂政ハ天皇ノ名ニ於テ大権ヲ行フ（第十
七条）

大皇帝は帝国議会を招集して……立法院
を解散する際に参政院の同意を得るべき
（第六条）

天皇ハ帝国議会ヲ召集シ其ノ開会閉会停
会及衆議院ノ解散ヲ命ス（第七条）

大皇帝は皇室典章を作る。帝国議会の関
与はいらない。ただし皇室典章は憲法に
抵触できない（第十六条）

皇室典範ノ改正ハ帝国議会ノ議ヲ経ルヲ
要セス
皇室典範ヲ以テ此ノ憲法ノ条規ヲ変更ス
ルコトヲ得ス（第七十四条）

大皇帝は議会の協賛をもって立法権を行
う（第三十三条）

天皇ハ帝国議会ノ協賛ヲ以テ立法権ヲ行
フ（第五条）

大皇帝は参政院の同意を得たら、立法院
が議決した法律案を公布しないことがで
きる（第四十条）

凡テ法律ハ帝国議会ノ協賛ヲ経ルヲ要ス
（第三十七条）

表７　憲法管見と明治憲法の条文比較
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㈡　
『
憲
法
管
見
』
の
分
析

　

第
一
に
、
統
治
権
と
皇
帝
権
力
に
つ
い
て
、『
管

見
』
は
君
主
制
憲
法
草
案
で
あ
る
と
前
述
し
た
が
、

よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
実
の
と
こ
ろ
、
純
粋
な
君
主

専
制
で
は
な
い
。
そ
れ
は
君
主
制
と
共
和
制
を
融
合

す
る
体
制
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
管
見
』
の

統
治
権
及
び
皇
帝
権
力
に
関
す
る
規
定
か
ら
そ
の
特

徴
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
管
見
』
は
民
国
期
に

書
か
れ
た
が
、『
中
華
民
国
約
法
』
と
は
異
な
り
、

主
権
を
規
定
せ
ず
、
一
部
の
統
治
権
を
国
家
元
首
と

し
て
の
大
皇
帝
に
帰
属
さ
せ
た
。
か
つ
明
治
憲
法
の

よ
う
な
「
天
皇
大
権
」
は
『
管
見
』
に
は
な
い
。
結

論
を
先
取
り
す
る
と
、『
管
見
』
に
あ
る
明
治
憲
法

と
全
く
異
な
る
一
連
の
条
文
は
、
皇
帝
権
力
に
対
す

る
制
限
と
看
做
す
べ
き
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

即
ち
、
君
主
制
憲
法
草
案
で
あ
る
が
、
皇
帝
が
掌
握

す
る
の
は
統
治
権
の
「
全
部
」
で
は
な
く
「
大
部

分
」
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
結
論
を
、
立
法
権
、
行

（本表は、『憲法管見』に掲げた関連条文と『大日本帝国憲法』（東京新報社、明治22年）を典拠
とし、筆者により作成したもの。）

行政は大皇帝が特任する国務卿により協
賛する。全て法律勅令及び国務に関する
詔は国務卿の副署を要する（第五十一条）

国務各大臣ハ天皇ヲ輔弼シ其ノ責ニ任ス
凡テ法律勅令其ノ他国務ニ関ル詔勅ハ国
務大臣ノ副署ヲ要ス（第五十五条）

司法は大皇帝が任命した法官が組織した
法院（裁判所）により行う（第五十六条）

司法権ハ天皇ノ名ニ於テ法律ニ依リ裁判
所之ヲ行フ（第五十七条）

法院は法令に従って訴訟を審理する
ただし重要な案件は大皇帝の決定に任せ
る（第五十七条）
（会計について）以下の事項は大皇帝の許
可なしに改正できない：①国家義務に属
すもの②法律が定めたもの③条約実行の
為のもの④陸海軍の編制の為のもの（第
六十八条）

憲法上ノ大権ニ基ツケル既定ノ歳出及法
律ノ結果ニ由リ又ハ法律上政府ノ義務ニ
属スル歳出ハ政府ノ同意ナクシテ帝国議
会之ヲ廃除シ又ハ削減スルコトヲ得ス
（第六十七条）

大皇帝または立法院三分の二以上の議員
が本憲法を修正する提議をした場合には、
議会議員五分の四以上の出席及び出席議
員の四分の三以上の賛成を得た上で修正
案を大皇帝に上奏し、国民会議を招集し
て修正案を審議する（第七十二条）

将来此ノ憲法ノ条項ヲ改正スルノ必要ア
ルトキハ勅命ヲ以テ議案ヲ帝国議会ノ議
ニ付スヘシ
此ノ場合ニ於テ両議院ハ各々其ノ総員三
分ノ二以上出席スルニ非サレハ議事ヲ開
クコトヲ得ス出席議員三分ノ二以上ノ多
数ヲ得ルニ非サレハ改正ノ議決ヲ為スコ
トヲ得ス（第七十三条）
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政
権
、
司
法
権
、
憲
法
改
正
権
か
ら
考
察
す
る
。

　

第
二
に
、
立
法
権
に
つ
い
て
、
議
会
は
立
法
院
と
参
政
院
か
ら
成
る
。
大
皇
帝

も
議
会
の
「
協
賛
」
を
得
て
立
法
権
を
行
う
が
、
明
治
憲
法
と
違
っ
て
、
大
皇
帝

は
議
会
全
体
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
参
政
院
の
同
意
に
よ
っ

て
立
法
院
だ
け
を
解
散
で
き
る
。
ま
た
、
参
政
院
の
同
意
を
得
な
い
と
、
立
法
院

が
議
決
し
た
法
律
案
を
不
公
布
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
四
〇
条
）。
こ
の
規
定

に
従
っ
て
、
法
律
案
は
、
名
目
上
は
大
皇
帝
の
裁
可
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
る
が
、

実
際
に
は
大
皇
帝
が
不
裁
可
す
る
余
地
は
あ
ま
り
な
い
。
よ
っ
て
、『
管
見
』
の

立
法
権
は
明
治
憲
法
に
あ
る
天
皇
大
権
の
一
部
分
で
は
な
く
、
皇
帝
権
力
と
対
抗

し
得
る
統
治
権
の
一
部
分
と
し
て
『
管
見
』
上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
立
法
院
が
解
散
中
に
参
政
院
は
開
院
で
き
な
い
（
第
四
三
条
）
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
名
目
上
大
皇
帝
は
議
会
と
共
に
立
法
権
を
有
す
る
が
、
実
際
の
立
法

過
程
の
中
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
議
会
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
大
皇

帝
は
手
続
上
の
裁
可
及
び
公
布
を
単
に
行
う
に
過
ぎ
な
い
。

　

第
三
に
行
政
権
は
、
明
治
憲
法
と
同
じ
く
、
皇
帝
が
任
命
し
た
国
務
卿
（
国
務

大
臣
）
が
協
賛
し
（
第
五
一
条
）、
具
体
的
な
実
行
は
各
部
大
臣
が
法
律
に
よ
り
行

う
（
第
五
二
条
）。
国
務
卿
及
び
各
部
大
臣
が
法
律
に
反
す
る
際
に
は
、
行
政
裁
判

所
に
相
当
す
る
「
粛
政
庁
」
と
「
平
政
院
」
が
調
査
及
び
審
理
を
担
当
す
る
（
第

五
四
条
）。
こ
れ
ら
の
国
務
卿
に
関
す
る
規
定
は
形
式
的
に
は
大
皇
帝
の
権
力
を

図３　『管見』における主権と統治権の関係

主
権

国民議会

臣民

統治権

立

法

議会

参

政

国

務

裁

判

大皇帝

立 法 行 政 司 法

001-050_01_呉_大学院論文集60号.indd   40 2020/06/16   19:20



近代中国憲法学の誕生と明治憲法学

41

制
限
し
た
が
、
国
務
卿
は
大
皇
帝
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
た
め
、
強
い
制
限
で
は
な
い
。
国
務
卿
は
単
に
皇
帝
の
代
わ
り
に
行
政
上
の
責

任
を
負
う
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
他
に
、
会
計
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲
法
で
は
政
府
の
同
意
を
得
な
い
と
改
正
で
き
な
い
予
算
を
規
定
し
た

が
、『
管
見
』
で
は
全
て
大
皇
帝
の
許
可
が
な
け
れ
ば
改
正
で
き
な
い
と
さ
れ
（
第
六
八
条
）、
大
皇
帝
の
権
力
を
強
化
し
た
。

　

第
四
に
、
司
法
権
に
つ
い
て
は
、
司
法
権
独
立
の
原
則
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
明
治
憲
法
の
「
司
法
権
ハ
天
皇
ノ
名
ニ
於
テ
法
律
ニ
依

リ
裁
判
所
之
ヲ
行
フ
」
の
に
対
し
て
、『
管
見
』
で
は
「
司
法
は
大
皇
帝
が
任
命
し
た
法
官
が
組
織
し
た
法
院
に
よ
り
行
い
（
第
五
六
条
）」、

か
つ
「
重
要
な
案
件
は
大
皇
帝
の
決
定
に
任
せ
る
（
第
五
七
条
）」
も
の
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、『
管
見
』
は
司
法
権
を
全
て
大
皇
帝
に
与

え
た
。『
管
見
』
に
よ
る
と
、
司
法
権
は
行
政
権
と
共
に
大
皇
帝
の
統
治
権
に
属
す
る
。

　

第
五
に
、
憲
法
制
定
及
び
改
正
権
に
つ
い
て
、
明
治
憲
法
の
よ
う
に
、
立
憲
君
主
制
で
は
、
憲
法
は
君
主
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
憲
法

改
正
の
際
に
は
君
主
が
改
正
案
を
提
出
し
て
議
会
が
審
議
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、『
管
見
』
の
規
定
に
よ
る
と
、
大

皇
帝
だ
け
で
な
く
立
法
院
三
分
の
二
以
上
の
議
員
も
憲
法
修
正
案
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
議
会
が
修
正
案
を
可
決
し
た
後
、
大
皇
帝
は

更
に
「
国
民
議
会
」
を
招
集
し
て
憲
法
改
正
を
行
う
。
よ
っ
て
、『
管
見
』
に
お
け
る
憲
法
改
正
権
は
国
民
に
相
当
す
る
臣
民
全
体
に
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
憲
法
制
定
権
は
主
権
者
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
の
で
、『
管
見
』
で
は
、
主
権
は
臣
民
全
体
が
持
ち
、
大
皇
帝
は

議
会
と
共
に
統
治
権
を
行
使
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　

以
上
の
分
析
を
纏
め
る
と
、
馬
は
民
国
初
期
に
袁
世
凱
の
た
め
に
「
国
民
主
権
の
君
主
制
憲
法
構
想
」
を
作
り
出
し
た
。
清
国
末
期
の

憲
法
学
の
論
著
と
比
べ
る
と
、『
管
見
』
の
構
成
は
明
治
憲
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
主
権
を
分
立
し
て
、
大
皇
帝
＝
国
家
元
首
の

権
力
に
制
限
を
加
え
る
共
和
制
の
色
彩
が
強
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
馬
は
統
治
権
を
二
つ
に
分
け
て
、
半
分
を
行
政
権
と
司
法
権
の
形

で
皇
帝
に
付
与
し
、
残
す
半
分
を
立
法
権
と
し
て
国
民
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
馬
の
構
想
は
、
民
国
以
降
の
知
識
人
が
民
国
初

期
の
混
乱
に
鑑
み
て
、
弱
い
共
和
政
治
を
一
変
さ
せ
、
憲
法
を
中
央
集
権
の
守
り
と
看
做
し
て
、
植
民
地
化
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
に
、

中
国
伝
統
の
君
主
制
度
に
基
づ
き
つ
つ
共
和
制
憲
法
及
び
憲
法
学
を
継
受
し
、
新
た
な
君
主
制
を
創
出
し
よ
う
と
試
み
た
一
例
な
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
国
体
、
主
権
、
統
治
権
理
論
を
中
心
に
、
近
代
中
国
憲
法
学
の
全
景
図
を
描
き
出
し
た
。
そ
の
際
、
近
代
中
国
憲
法
学
の
背

景
に
あ
る
明
治
憲
法
学
的
な
要
素
を
明
ら
か
に
し
、
近
代
中
国
の
憲
法
学
が
明
治
憲
法
学
の
継
受
の
下
に
形
成
さ
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
袁
世
凱
の
策
士
た
ち
が
、
袁
が
帝
位
に
就
く
た
め
に
起
草
し
た
、
君
主
専
制
と
共
和
制
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
憲
法
草
案

や
そ
の
学
理
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
明
治
憲
法
的
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

一
九
四
九
年
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
に
伴
っ
て
、
中
国
の
憲
法
は
ソ
ビ
エ
ト
型
の
憲
法
に
転
向
し
た
。
だ
が
、
中
国
経
済
が
「
中

成
長（（12
（

」
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
、
中
国
式
の
憲
法
政
治
体
制
の
改
革
と
自
国
の
憲
法
学
体
系
を
構
築
す
る
必
要
性
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
憲
法
学
の
泰
斗
、
芦
部
信
喜
の
『
憲
法（（12
（

』
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
、
清
華
大
学
林
来
梵
教
授
が
著
し
た
『
憲
法

学
講
義（（12
（

』
も
基
本
的
に
芦
部
憲
法
学
を
そ
の
指
導
理
論
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
芦
部
憲
法
学
の
観
点
か
ら
、
現
代
中
国
の
憲

法
・
憲
政
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

　

近
代
中
国
に
お
け
る
憲
法
学
の
誕
生
の
過
程
に
明
治
憲
法
及
び
明
治
期
の
憲
法
学
的
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
本
研
究
は
、
近
代
憲
法
学

の
日
中
両
国
間
の
継
受
関
係
を
解
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
中
国
憲
法
学
の
創
立
と
そ
の
発
展
の
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
意
義
が

あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

（
1
）		

嘉
戸
一
将
『
主
権
論
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）、
一
七
三
頁
。

（
2
）		

呉
迪
「
近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
基
本
概
念
の
連
鎖
と
展
開
」『
法
学
政
治
学
論
究
』（
一
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
3
）		

呉
迪
「
近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
基
本
概
念
の
連
鎖
と
展
開
」。
呉
迪
「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」『
法
学
政
治
学
論
究
』（
一

二
二
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
4
）		

明
治
憲
法
学
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
鈴
木
安
蔵
『
日
本
憲
法
学
説
史
研
究
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
書
は
、
ま
ず

明
治
憲
法
学
の
発
展
時
期
を
区
分
し
、
次
に
日
本
憲
法
学
の
範
型
―
ド
イ
ツ
国
法
学
の
形
成
と
そ
の
方
法
論
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
憲
法
学
者
と
彼

ら
の
著
作
を
対
象
に
し
て
、
明
治
憲
法
が
公
布
後
の
日
本
の
憲
法
学
の
芽
生
え
、
形
成
、
展
開
、
乃
至
そ
の
最
期
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
行
っ

た
。

（
5
）		

周
叶
中
編
集
『
憲
法
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
七
〜
二
二
頁
。

（
6
）		

周
叶
中
編
集
『
憲
法
』、
一
八
頁
。

（
7
）		

家
永
三
郎
『
日
本
近
代
憲
法
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
二
＝
一
九
六
七
年
）、
一
二
五
頁
。

（
8
）		

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
呉
迪
「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）		

夏
新
華
「
譲
歴
史
告
訴
未
来
」『
近
代
中
国
憲
政
歴
程
：
史
料
荟
萃
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
五
頁
。

（
10
）		

夏
新
華
「
譲
歴
史
告
訴
未
来
」、
一
六
頁
。

（
11
）		

孫
祥
偉
「
東
南
精
英
群
体
的
代
表
人
物
―
湯
壽
潛
研
究
」（
上
海
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
〇
年
）
は
湯
に
対
す
る
研
究
の
中
で
最
も
包
括

的
な
著
作
で
あ
る
。
湯
自
身
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
。

（
12
）		

邵
勇
「
從
危
言
看
湯
壽
潛
早
期
憲
政
思
想
」『
漸
江
工
業
大
學
學
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』（
第
六
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
七
年
）。
ま
た
、『
危

言
』
と
い
う
著
作
は
主
に
、
民
間
人
に
よ
る
経
済
・
経
営
の
拡
大
と
中
央
政
府
で
議
院
を
設
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

（
13
）		

王
人
博
『
近
代
中
国
的
憲
政
思
潮
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
六
頁
。

（
14
）		

都
樾
「
湯
壽
潛
佚
著
憲
法
古
義
考
證
」『
江
蘇
教
育
学
院
学
報
』（
第
二
期
、
二
〇
〇
七
年
）、
六
二
頁
。

（
15
）		

湯
寿
潜
「
湯
遣
学
使
遊
歴
粤
省
演
説
詞
」『
湯
壽
潛
史
料
專
輯
』（
蕭
山
市
政
治
協
商
會
議
文
史
委
員
會
、
一
九
九
三
年
）、
五
八
五
頁
。

（
16
）		

都
樾
「
湯
壽
潛
佚
著
憲
法
古
義
考
證
」、
六
二
頁
。

（
17
）		

例
え
ば
邵
勇
「
湯
壽
潛
憲
政
思
想
論
析
」『
中
北
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』（
第
二
七
巻
四
期
、
二
〇
一
一
年
）、
邵
勇
「
湯
壽
潛
憲
法
古
義

憲
政
思
想
論
析
」
里
贊
編
『
近
代
法
評
論
（
第
二
巻
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
等
。

（
18
）		

例
え
ば
劉
練
軍
「
附
會
的
立
憲
認
知
：
湯
壽
潛
憲
法
古
義
評
述
」『
紀
念
辛
亥
革
命
百
周
年
學
術
研
討
會
論
文
集
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
二

年
）、
劉
練
軍
「
湯
壽
潛
立
憲
思
想
之
當
代
省
思
」『
法
学
』（
第
五
期
、
二
〇
一
一
年
）
等
。
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（
19
）		

学
術
界
が
行
っ
た
真
の
立
憲
と
偽
の
立
憲
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
呉
迪
「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」、
一
七
二
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
20
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』（
点
石
斎
書
局
、
光
緒
三
一
年
）、
序
言
、
二
頁
。

（
21
）		
湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』、
序
言
、
二
頁
。

（
22
）		
湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』、
序
言
、
二
頁
。

（
23
）		

劉
練
軍
「
附
會
的
立
憲
認
知
：
湯
壽
潛
憲
法
古
義
評
述
」、
八
七
頁
。

（
24
）		

有
賀
長
雄
『
大
臣
責
任
論
』（
明
法
堂
、
明
治
二
七
年
）、
一
二
頁
。

（
25
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』（
点
石
斎
書
局
、
光
緒
三
一
年
）、
六
頁
。

（
26
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』、
六
頁
。

（
27
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
巻
二
）』、
六
頁
。

（
28
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
序
文
）』、
一
頁
。

（
29
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
序
文
）』、
一
頁
。

（
30
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
序
文
）』、
一
頁
。

（
31
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
序
文
）』、
一
頁
。

（
32
）		

湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
（
序
文
）』、
一
頁
。

（
33
）		

劉
練
軍
「
附
會
的
立
憲
認
知
：
湯
壽
潛
憲
法
古
義
評
述
」、
八
三
頁
。

（
34
）		

こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
い
た
い
。
特
に
、
現
代
の
中
国
に
お
い
て
憲
法
学
が
構
築
さ
れ
て
い
る
今
日
、
中
国
伝
統
の
「
憲
法
学
的
要

素
」
を
ど
の
よ
う
に
現
代
化
す
べ
き
か
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

（
35
）		

王
の
履
歴
に
つ
い
て
、http://new

s.66w
z.com

/system
/2019/10/22/105203326.shtm

l

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』（
王
惕
斎
、
明
治
三
五
＝
一
九
〇
二
年
）。

（
37
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
序
言
、
一
頁
。

（
38
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
序
文
、
二
頁
。

（
39
）		

穂
積
八
束
『
修
正
増
補
憲
法
提
要
』（
有
斐
閣
、
昭
和
一
〇
＝
一
九
三
五
年
）、
一
〇
六
頁
。

（
40
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
序
文
、
二
〜
三
頁
。
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（
41
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
頁
。

（
42
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
九
頁
。

（
43
）		

穂
積
は
「
国
体
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
纏
め
た
。「
国
体
ト
謂
フ
ノ
成
語
ハ
其
ノ
用
例
一
ナ
ラ
ス
従
来
ノ
通
用
ト
シ
テ
ハ
広
ク
国
家
民
族
ノ

特
性
ヲ
指
称
ス
、
主
権
ノ
所
在
如
何
亦
固
ヨ
リ
其
ノ
国
ノ
特
色
ノ
一
タ
リ
ト
雖
、
必
シ
モ
之
ニ
限
ル
ノ
意
義
ニ
ハ
非
サ
ル
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
今
茲

ニ
国
家
ヲ
専
ラ
法
理
ノ
方
面
ヨ
リ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
主
権
の
所
在
如
何
ハ
極
メ
テ
重
要
著
大
ナ
ル
ノ
特
徴
タ
リ
而
モ
適
切
ニ
之
ヲ
表
示
ス
ル
ノ

成
語
ナ
シ
、
故
ニ
予
ハ
国
体
ト
謂
フ
語
ヲ
之
ニ
充
テ
、
以
テ
法
理
ノ
解
説
ニ
便
ス
」。
穂
積
八
束
『
憲
法
提
要
』（
有
斐
閣
、
明
治
四
三
＝
一
九
一

〇
年
）、
五
二
頁
。

（
44
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
〇
頁
。

（
45
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
〇
頁
。

（
46
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
〇
頁
。

（
47
）		

穂
積
八
束
『
憲
法
提
要
』（
有
斐
閣
、
一
九
一
〇
年
）、
長
尾
龍
一
編
『
穂
積
八
束
集
』、（
信
山
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
九
頁
。

（
48
）		

『
憲
法
提
要
』（
有
斐
閣
、
一
九
一
〇
年
）、
長
尾
龍
一
編
『
穂
積
八
束
集
』、
八
三
頁
。

（
49
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
〇
頁
。

（
50
）		

穂
積
八
束
「
帝
国
憲
法
ノ
法
理
」
上
杉
慎
吉
編
『
穂
積
八
束
先
生
論
文
集
』（
有
斐
閣
、
大
正
二
＝
一
九
一
三
年
）、
一
九
頁
。

（
51
）		

穂
積
八
束
「
帝
国
憲
法
ノ
法
理
」
上
杉
慎
吉
編
『
穂
積
八
束
先
生
論
文
集
』、
一
九
頁
。

（
52
）		

穂
積
八
束
『
修
正
増
補
憲
法
提
要
』、
一
六
五
頁
。

（
53
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
七
頁
。

（
54
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
五
頁
。

（
55
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
五
頁
。

（
56
）		

王
鴻
年
『
憲
法
法
理
要
義
』、
一
五
頁
。

（
57
）		

蘇
涛
「
馬
堅
：
歴
史
啓
蒙
者
的
長
影
」。http://w

w
w
.chinaislam

.net.cn/cm
s/zt/m

htm
l/czjs/201811/24-12798.htm

l

。

（
58
）		

姚
繼
德
『
雲
南
伊
斯
蘭
教
史
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
二
五
頁
。

（
59
）		

当
時
に
刊
行
さ
れ
た
機
関
紙
は
『
醒
回
篇
・
伊
斯
蘭
』（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』（
上
海
江
左
書
林
、
一
九
一
〇
年
）、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
。
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（
61
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
緒
論
、
一
頁
。

（
62
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
一
一
頁
。

（
63
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
一
四
頁
。

（
64
）		
保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
二
一
頁
。

（
65
）		
保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
五
四
頁
。

（
66
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
八
七
〜
九
二
頁
。

（
67
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
三
二
三
頁
。

（
68
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
三
二
四
頁
。

（
69
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
四
五
〇
頁
。

（
70
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
四
五
〇
〜
四
五
一
頁
。

（
71
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
二
六
三
頁
。

（
72
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
二
六
三
頁
。

（
73
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
二
六
九
〜
二
七
三
頁
。

（
74
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
一
八
三
〜
一
八
四
頁
。

（
75
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
二
〇
〇
頁
。

（
76
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
七
頁
。

（
77
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
七
頁
。

（
78
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
八
頁
。

（
79
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
八
頁
。

（
80
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
八
頁
。

（
81
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
九
頁
。

（
82
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
九
頁
。

（
83
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
九
頁
。

（
84
）		

保
廷
樑
『
大
清
憲
法
論
』、
自
叙
、
一
一
頁
。
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（
85
）		

張
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
に
彼
の
政
治
運
動
の
経
歴
に
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
陳
鈞
「
論
清
末
湖
北
的
保
路
闘
争
」『
湖
北
大
学
学

報
』（
第
五
期
、
一
九
八
六
年
）、
胡
繩
武
「
民
元
南
京
參
議
院
風
波
」『
近
代
史
研
究
』（
第
五
期
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。

（
86
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』（
独
叢
别
墅
、
一
九
一
〇
年
）。

（
87
）		
張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
序
文
、
九
頁
。

（
88
）		
張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
序
文
、
九
頁
。

（
89
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
序
文
、
一
〇
頁
。

（
90
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
序
文
、
一
二
頁
。

（
91
）		

張
群
「
中
国
近
代
的
住
宅
不
可
侵
犯
権
」『
中
国
政
法
大
学
学
報
』（
第
四
期
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
92
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
六
頁
。

（
93
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
二
一
頁
。

（
94
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
一
〇
頁
。

（
95
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
三
五
〜
三
六
頁
。

（
96
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
二
頁
。

（
97
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
二
頁
。

（
98
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
四
頁
。

（
99
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
五
頁
。

（
100
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
七
頁
。

（
101
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
五
七
頁
。

（
102
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
二
〜
三
頁
。

（
103
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
三
〜
四
頁
。

（
104
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
二
二
頁
。

（
105
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
二
二
頁
。

（
106
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
六
九
頁
。

（
107
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
七
一
頁
。
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（
108
）		

張
伯
烈
『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』、
七
四
頁
。

（
109
）		

馬
吉
符
『
憲
法
管
見
』（
同
益
印
書
局
、
一
九
一
五
年
）。
呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇

〇
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
110
）		
崔
学
森
「
共
和
国
中
的
君
憲
方
案
」
山
梨
学
院
大
学
『
或
問
』（
三
二
期
、
二
〇
一
七
年
）、
二
五
〜
三
三
頁
。

（
111
）		
籌
安
会
は
楊
度
な
ど
六
人
の
知
識
人
が
一
九
一
五
年
に
発
足
し
た
政
治
団
体
で
あ
る
。
彼
ら
は
当
時
の
中
華
民
国
大
総
統
袁
世
凱
の
帝
位
に
就

く
こ
と
を
支
持
し
、
帝
政
実
行
と
君
主
立
憲
を
主
張
し
た
。

（
112
）		

崔
学
森
「
共
和
国
中
的
君
憲
方
案
」、
三
三
頁
。

（
113
）		

崔
学
森
「
共
和
国
中
的
君
憲
方
案
」、
二
七
頁
。

（
114
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
五
頁
。

（
115
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
五
頁
。

（
116
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
六
頁
。

（
117
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
六
頁
。

（
118
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
七
頁
。

（
119
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
七
頁
。

（
120
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
七
頁
。
こ
の
言
葉
の
出
典
は
袁
世
凱
の
策
士
で
あ
る
楊
度
が
書
い
た
「
君
憲
救

国
論
」
で
あ
る
。

（
121
）		

呉
海
鷹
編
集
『
回
族
典
蔵
全
書
（
政
史
類
一
一
九
冊
）』、
四
一
八
頁
。

（
122
）		

大
西
広
が
著
し
た
『
格
差
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
』（
大
月
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、『
成
長
国
家
か
ら
成
熟
社
会
へ
』（
共
栄
書
房
、
二
〇
一
四

年
）、『
中
成
長
を
模
索
す
る
中
国
：「
新
常
態
」
へ
の
政
治
と
経
済
の
揺
ら
ぎ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、『
長
期
法
則
と
マ
ル

ク
ス
主
義
』（
花
伝
社
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
一
連
の
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
123
）		

芦
部
信
喜
著
、
林
来
梵
等
訳
『
憲
法
（
第
六
版
）』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
124
）		

林
来
梵
『
憲
法
学
講
義
（
第
三
版
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。
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近代中国憲法学の誕生と明治憲法学
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�

呉
　
迪�

（
ゴ　

テ
キ
）

　

所　
　

属　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
二
年

　

専
攻
領
域　

比
較
法
制
史

　

主
要
著
作　
「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
二
二
号
（
二
〇
一
九
年
）

　
　
　
　
　
　
「
近
代
中
国
の
法
制
整
備
と
岡
田
朝
太
郎
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　
「
近
代
中
国
憲
政
と
清
水
澄
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
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